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はじめに1.  

本市では 、平成 年度に 第 期橿原市ま ち ・ひ と ・し ご と 創生総合戦略を 策定し、急速な少子高2 7 1

齢化の 進展に 的確に 対応し、人口減少克服と 東京圏への 人口集中を 是正する た め 、将来に わ た っ

て 活力ある 日本社会を 維持する 取組み（地方創生）を 進め て き た 。 

第 期は、令和３年度か ら 令和７年度ま での 年間の 基本的方向や重点的な施策を 取り ま と め2 5

た も の で 、「橿原市人口ビ ジ ョ ン 」の 達成を 目的と し て い る 。こ こ で は 、各施策の 効果を 検証で き る

よ う に する た め 、基本目標や、施策ご と の 重要業績評価指標（ ）を 設定して い る 。KPI  

本報告書は 、第２期の 計画期間の 初年度であ る 令和３年度を 振り 返り 、関係部署に よ り 各施策の

取組み状況と 成果、課題や今後の 対応に つ い て 最終評価を 行い ま と め た も の で ある 。な お 、効果検

証に は が 適切に 実施で き る よ う 学識経験者、関連団体、市民等で構成さ れる橿原市総合政PDCA

策審議会（以下、「審議会」と い う 。）の評価や意見も 反映して い る 。 
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総人口2 .  

 人口推移の状況 

本市の 人口は、平成 年（総合戦略策定時の 直近）の 人か ら 減少が 続き 、令和３年に 2 6 12 4 ,8 8 7 12 0 ,7 5 2

人と なっ た 。高齢化率（市内総人口に 占め る 歳以上人口の 割合）は ％か ら ％と 上昇して い る 。6 5 2 4 .9 2 9 .0  

 
資料： ま で は国勢調査、 ～ ３は住民基本台帳（ 月 日現在）H2 2 H2 6 R 10 1  

 

総人口推計 

 2 0 15  
年( H2 7 )  

２０2 0  
年( R2 )  

年 年 年 年 年2 0 2 5  2 0 3 0  2 0 3 5  2 0 4 0  2 0 4 5  

橿原市推計 

（ 度策定時）（人）R2  
12 4 ,111 
（実績値） 

１２１，５３６  119 ,0 2 9  115 ,9 2 8  112 ,4 5 5  10 9 ,0 12  10 5 ,5 8 8  

社人研 

（ 年発表）（人）H3 0  
12 4 ,111 

（実績値） 
12 1,6 9 0  118 ,17 8  113 ,8 5 9  10 9 ,0 3 9  10 3 ,9 4 3  9 8 ,7 7 3  

社人研：国立社会保障・人口問題研究所 年、社人研（平成 年） 年は国勢調査に よ る 実績値   2 0 10 3 0 2 0 15  

 

  

人12 4 ,8 8 7
人12 1,4 8 3

人12 0 ,7 5 2

7 .6 %

2 4 .9 %

2 9 .0 %

0 .0 %

5 .0 %

10 .0 %

15 .0 %

2 0 .0 %

2 5 .0 %

3 0 .0 %

人0

人2 0 ,0 0 0

人4 0 ,0 0 0

人6 0 ,0 0 0

人8 0 ,0 0 0

人10 0 ,0 0 0

人12 0 ,0 0 0

人14 0 ,0 0 0

老年人口（ 歳～） 老年人口（ ～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）7 5 6 5 7 4 15 6 4

年少人口（ ～ 歳） 高齢化率0 14
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自然増減 平成 年以降は 死亡数が 出生数を 上回る 自然減が 続き 、減少が 大き く な っ て い る 。 2 7  

 
 
社会増減 転入数・転出数は 概ね転出超過で 推移し 、社会減が 続い て い る 。  

 
資料：奈良県「市町村別人口動態」（各年前年の 月１日～当年の 月 日）10 9 3 0  
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合計特殊出生率と 橿原市人口ビ ジ ョ ン  

 
資料：現況値は厚生労働省「人口動態統計特殊報告」、推計値は 「橿原市人口ビ ジョ ン 」 

 
５歳階級別の 転入数・転出数と 純移動数（総数） 

 
資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」  
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平成 年～令和２年 ～ 歳・ 歳階級別の 転入数・転出数の 推移（総数）2 6   0 4 9 5  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」  

（参考）厚生労働省「人口動態調査」 奈良県平均初婚年齢（― ）：夫 歳、妻 歳、奈良県出生時平均年齢（ ）：父2 0 2 0 3 0 .8 2 9 .4 2 0 2 0

第 子 歳・第 子 歳・第 子 歳、母 第 子 歳・第 子 歳・第 子 歳- 1 3 2 .7 2 3 4 .5 3 3 5 .8 - 1 3 0 .6 2 3 2 .7 3 3 3 .9  

  

( 2 0 0 )

( 15 0 )

( 10 0 )

(5 0 )

0

5 0

H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R 1 R 2 R 3

社会増減の推移（総数）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳0 4 5 9 10 14 15 19 2 0 2 4
～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳2 5 2 9 3 0 3 4 3 5 3 9 4 0 4 4 4 5 4 9
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20~24 歳 
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0~4歳 
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20~24 歳 30~34 歳 30~34 歳 20~24 歳 

25~29 歳 
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令和元年～令和３年 ～ 歳の 転入数・転出数の 推移（総数）  0 2 9  

  

 

 

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」  
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令和元年～令和３年 ～ 歳・２０～２９歳・３０～３９歳の 転入数・転出数の 推移（総数）  0 9  

  

 

 

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」  
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令和 年度 目標数値・ の進捗状況3 . 3  KPI  

第２期橿原市ま ち ・ひ と ・し ご と 創生総合戦略で は 、橿原市第４次総合計画基本構想に 定め る 将来ビ ジ ョ ン 「は

じ ま り か ら 未来へ 、つ なが り き ら め く ま ち か しは ら 」を 戦略的に 実現する こ と を 目指し 、基本目標を 定め 、そ の 分 

野ご と に 重点施策（基本的方向）及び 主な取組みを 示して い る 。ま た 、そ れぞ れの 進捗に つ い て 、令和 年度を 目7

標年次と し て 、数値目標及び 重点施策（基本的方向）の 重要業績評価指標（ ）を 設定して い る 。KPI  

基本目標に お け る 数値目標は 件で あ り 、そ の 施策に か か る の 総数は 件で あ る 。8 KPI 10  

こ れに つ い て 、計画期間の 初年度で あ る 令和３年度末時点の 進捗状況を 次の 分類で 行っ た 。  

 

＜数値目標及び の 進捗状況の 分類＞KPI  

「達 成」：目標達成に 向け て お お む ね進捗して い る 、ま た は達成して い る  

「未 達 成 」：目標達成に 向け た 政策効果が 必ずし も 十分に 発現して い な い  

「実績なし 」：実績が なか っ た  

「そ の 他 」：現時点で 調査等が 行わ れず 、実績値が と れない も の  

 

＜数値目標・ 進捗状況＞KPI  

数値目標  KPI  

達 成  2  2  

未 達 成 ４  7  

実績なし  0  1  

そ の 他 ２  0  

合計 8  10  

( KPI) : 重点施策（基本的方向）の 重要業績評価指標  
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令和 年度 取組み状況効果検証4 . 3   

 総括 

総人口と 取組み状況を ふ ま えて  

橿原市の 人口は 、令和 （２０２１）年 月 日時点で 人（住民基本台帳に よ る ）と な り 、令和3 10 1 12 0 ,7 5 2 2

（２０２０）年の 人か ら 人減（ ％減）、平成 （ ）年の 人か ら は 人12 1,4 8 3 7 3 1 0 .6 2 6 2 0 14 12 4 ,8 8 7 4 ,13 5

減（ ％減）と 減少が 続い た 。3 .3  

出生数か ら 死亡数を 差し引い た 「自然増減」は、令和 年の 人減（市町村別人口動態に よ る ）か ら 令和2 2 9 8

年の 人減へ と 減少幅が 広が っ た 。高齢化に よ る 死亡数の 増加、晩婚化や未婚率の 上昇、合計特殊出生3 3 8 4

率の 低位等に よ る 出生数の 減少が 原因と 考えら れる 。転入数か ら 転出数を 差し引い た 「社会増減」は 、令和元年

及び 年は 社会減は少な く 推移した が 、令和 年は 人減と な っ た 。2 3 3 0 7  

歳以上の 老年人口は 平成 年の 人か ら 令和 年に は 人と 約 増え、高齢化7 5 2 6 13 ,5 0 0 3 17 ,9 8 3 3 0 %

が 進む に つ れ死亡数も 増加して い る 。 

合計特殊出生率は （平成２５～２９年）と 前回（平成２０～２４年）の よ り 増加した も の の 、国民希1.3 9 1.3 7

望出生率 と は大き く 乖離して い る 。依然と し て ～ 歳の 子育て 世代と そ の 子世代と 思わ れる ０～1.8 3 2 0 3 9 4

歳の 転出入が 多く 、転出数が 転入数を 上回る 社会減と な っ て い る 。特に ２ ０～２４歳の 社会減が 令和元年か ら

顕著と な り 、平均初婚年齢前に 、進学・就職を 機に 転出する と 考え ら れる 。出生率の 低下や、子育て 世代の 社会

減に よ り 出生数の 増加に つ な が ら ず、若年層の 転出超過も 合わ さ っ て 人口減少が 続い て い る 状況で あ る 。 

 
令和 年度の 目標数値及び （重点施策（基本的方向）の 重要業績評価指標）の 結果は、 の 数値目標の3 KPI 8

う ち 「達成」が 指標、「未達成」が 指標、「そ の 他（実績値が 現時点で と れない も の ）」が 指標で あ っ た 。ま2 4 2

た 、１０の の う ち 「達成」が 指標、「未達成」が 指標、「実績なし 」が 指標で あ っ た 。個別の 状況は 、基KPI 2 7 1

本目標ご と の 総合分析に 記載する が 、未達成の 項目の 割合が 高い 。 

基本目標１「地の 利を 活か し た し ご と の 場づ く り 」で は 、奈良県立医科大学新キ ャ ン パ ス 西側の 一団の 農地に

お い て 、地元地権者を 中心と し た ま ち づ く り 協議会が 設立さ れ 、市は 当協議会の 支援を 行っ て い る が 、事業者

や 関連機関等と の 調整に 時間を 要する こ と か ら 、雇用や地域活性化に つ なが る 企業誘致に は 至っ て い な い 。ま

た 、起業支援に つ い て は既存事業の 課題対応に と ど ま っ て い る 。企業誘致に 関して は 、今後、新キ ャ ン パ ス西側

に 限ら ず、市全体で 企業立地に つ なが る アプ ロ ー チ を ど の よ う に 行っ て い く か が 課題と な る 。 

基本目標２「新た な人の 流れや 交流を 盛ん に する 魅力づ く り 」で は、移住や交流に つ なが る 支援や魅力スポ ッ

トの 情報発信を 行い 、ま た 、世界遺産登録に 向け た 取組みを 推進した 。令和 年度と 比較して 、一部の 取組み2

で 情報発信に 対す る 成果は 見ら れた が 、「社会増減」「宿泊者数」は 目標数値に は 至ら なか っ た 。特に 宿泊者数

に 関して は新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症の 影響を 受け た 令和２年と 比較して 増加した が 、令和元年と の 比較で は

大き く 落ち 込み 、ウ ィ ズ コ ロ ナを 念頭に し た 取組みへ の 工夫が 求め ら れる 。 

基本目標３「安心して 子ど も を 産み育て ら れる 環境づ く り 」で は 、数値目標「 歳以下の 子ど も の 増減」に つ18

い て 、さ ら に 子ど も の 数が 減少し 、 の 「待機児童数」「 を 毎日活用した 授業の 割合」も 改善さ れなか っKPI I CT

た 。取組みと し て は 、結婚サ ポ ー トや 一般不妊治療費助成、こ ど も 発達支援で 切れ目の な い 支援に 成果が あ り 、

教育分野で は 調査の 数値に は ま だ 現れて い ない が 環境整備を 行い 、授業で の 活用も 進みつ つ あ る 。I CT I CT

を 推進する た め に は 導入した 機器や シス テ ムを 学校現場や 家庭で 確実に 利用で き る よ う に する こ と が 課題で
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あ る 。他に も 、歴史に 憩う 橿原市博物館や 昆虫館で は 新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症に よ り 実施で き な か っ た こ と

も あ る が 、本市な ら で は の 企画を 実施し、夢を も っ て 学べ る 教育環境の 整備へ の 取組みを 進め て い る 。 

基本目標４「安心して 健康に く ら せる ま ち づ く り 」で は 重点施策と し て 防災・防犯・交通安全に つ な が る 整備と

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り が あ る 。地域住民や 専門家団体と 連携し な が ら 各種取組みを 進め た が 、そ れぞ れの 成果を

認識す る こ と が 課題と な る 。奈良県立医科大学と 連携し た ま ち づ く り で は 、附属病院周辺地区の 健康増進拠点

の 検討を 行っ て い る が 、新駅設置を 含め た ま ち づ く り の 方向性の 協議に 時間を 要して い る 。ス ポ ー ツ や健康増

進分野で は コ ロ ナ 禍に お い て も 運動の 機会を 提供で き た が 、奈良県立医科大学と の 連携・知見を 活か し た 取組

みの 推進に は 至っ て い な い 。そ の 他民間企業の ノ ウ ハウ も 活用しな が ら 進め て い く 。 

 

先に 示した 人口推移の 状況か ら さ ら に ～ 歳の 転出入の 状況を みる と 、令和 年に 県内で は 奈良市や2 0 3 9 3

大和高田市、香芝市、葛城市、田原本町、広陵町など 近隣市・町へ 転出超過と なり 、県外で は大阪府へ の 転出超

過が 多く な っ て い る 。特に ２０～２９歳で は 大阪府、東京都へ の 転出が 顕著で あ る 。０～９歳は 、県外か ら の 転入

が 県外へ の 転出を 上回り 、転入超過と な っ て い る が 、県内間で は 他市・町へ の 転出が 他市・町か ら の 転入を 上

回る 転出超過と なっ て い る 。 

こ の こ と か ら 、 ～ 歳の う ち 若い 層は 仕事、結婚、住宅の 都合に よ り 市外及び 県外に 転出する 傾向が う2 0 3 9

か が え る 一方で 、子育て 世帯は 県内の 周辺市・町へ 転出する 傾向が 推測さ れる 。 

将来に わ た っ て 活力あ る 地域社会の 実現の た め に は 、なか で も 子育て 世帯や若年層へ 向け た 戦略が 重要と

な っ て く る 。子育て 世帯に は 、い か に 周辺地域よ り も 市内に 居住し続け る こ と の 優位性を 感じ て も ら え る か 、一

度転出して も ま た 戻っ て き て も ら え る か 、そ し て 若年層に は し ご と の 場づ く り や 勤務地が 市外で あ っ て も 橿原

市に 住む こ と に い か に 魅力を 感じ て も ら え る か が 課題と な る 。第 期総合戦略に 示した 目標と そ の 重点施策に2

向け て 、本効果検証の 各種課題に 対応し審議会の 意見も 参考に しなが ら 引き 続き 取組みを 進め て い く 。 

  

  

-75-



効果検証報告書  13  

 

 審議会の評価 

第 期橿原市ま ち ・ひ と ・し ご と 創生総合戦略に お け る 具体的な 取組み状況を も と に 、基本目標の 重点施策（基本2

的方向）ご と に 審議会で 評価や意見を い た だ い た 。 

＜審議会 委員の 効果検証 評価の め やす＞   

効 果 が 得 ら れ た ：重点施策（基本的方向）に 対して 各種取組みが 効果的に 寄与（貢献）し た と 思わA 

れ 、継続した 取組みが望ま れる  

不十分な 効果に と ど ま っ た ：重点施策（基本的方向）に 対して 各種取組みが 一定程度効果的に 寄与（貢献）しB 
た と 思われる が 、課題が 残り 、取組みに 改善の 余地が あ る  

効 果 が 得 ら れ な か っ た ：重点施策（基本的方向）に 対して 各種取組みが 効果的に 寄与（貢献）し た と は 思C 

わ れず、取組みの 組み立て 直しが 必要  

評 価 で き な い ：重点施策（基本的方向）に 対する 取組みが みら れず （着手さ れて お ら ず ）、評価D  

が で き ない  

 

＜審議会 基本目標１～４の 評価＞  

 
 

-76-



効果検証報告書14   

 

全体 審議会意見  

・新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症の 影響で な か な か 指標の 数値が 伸び ず、苦労さ れた 面は あ る と 思う 。新型コ ロ ナ ウ

イル ス 感染症と の 共存を 前提に ど う し て い く か も 検討い た だ け れば い い の で は ない か 。 

・奈良県立医科大学と の 連携に つ い て 、今後キ ャ ン パ ス づ く り が 進め ら れる に あ た り 、橿原市と し て の 要望を 具

体的に 固め 、奈良県や奈良県立医科大学と の 協議を 進め て 連携を 深め て い っ て 欲しい 。 

・評価シー トに は 各々目指す 姿（ビ ジ ョ ン ）へ の 効果が 書か れて お ら ず、根拠も 提示さ れて い な い も の が 多い 印

象を 受け た 。 

・各種取組みが 一定程度基本的方向に 寄与して い る と は 思わ れる が 、取組み状況及び 成果に 具体的に ど う 寄与

した か 丁寧に 示さ れて い な い の で 、今後はよ り 具体的に 示して い た だ き た い 。 

・人口減少の 対策と して 、補助金な ど の お 金の 部分も 大切だ が 、日常生活す る 中で ま だ ま だ 市民の 子育て を 手

助け 出来る 環境に は 感じ な い の で 、子育て 中の 方で も 楽し め る よ う に 、民間企業も 巻き 込ん で ア イデ ア を 出し

て 改善して い ければ 、よ り 橿原市で 子育て し た い と 思っ て 頂け る の で は ない か 。 

 

（目標ご と の 意見は 、各目標の 「総合分析」に 記載。評価基準等の コ メ ン トは 重点施策ご と に 記載。） 
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各目標における実施状況5 .  

 ①基本目標 地の利を 活かした しご と の場づ く り  
～京奈和自動車道を 活かした企業誘致と 起業支援～ 

施策体系■  

 
 

数値目標（数値は年度で 月末日時点と する ）■ 3  

市内事業所数（従業員 人以下の事業所は除く ）3 市内従業員数 （従業員 人以下の事業所は除く ）3  

  
初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

： 事業所R1 13 1  

： 事業所R7 13 4  
事業所 未達成12 4   

： 人R1 5 ,4 5 3  

： 人R7 5 ,5 7 8  
人 達成5 ,4 9 6   

実績値は 工業統計調査結果に よ るR3 R2  

（他参考値と し て ） 経済センサス 活動調査（ ～ 全産業（ 公務を 除く ））：市内事業所数 件、市内従業員数 人R3 A R S 4 ,3 17 4 5 ,2 13  

  

110

12 0

13 0

14 0

15 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

5 4 0 0

5 5 0 0

5 6 0 0

5 7 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

① 地の 利を 活か し た し ご と の 場づ く り  

① １ 企業誘致や起業支援を 進め ま す-   

① １ （１） 橿原キ ャ ンパ ス タ ウ ン 構想に お け る 企業誘致の 促進- -   

① １ （２） 起業に つ な がる 情報発信と 支援制度の 整備- -   

＜基本目標＞ 

＜重点施策（基本的方向）＞ 

＜主な取組み＞ 
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総合分析■  

基本目標１ 総合分析  

地の 利を 活か し た し ご と の 場づ く り の た め 、そ の 重要施策（基本的方向）と し て 、企業誘致や起業支援を 進め

て い る 。主な 取組みと し て は 、一つ は 、橿原キ ャ ン パ ス タ ウ ン 構想に お け る 企業誘致の 促進で あ る 。医大周辺の

ま ち づ く り の 一環と し て 、奈良県立医科大学新キ ャ ン パ ス 西側の 一団の 農地に お け る 新た な 土地利用に つ い

て 、民間事業者の 企業誘致を 進め て い る 。具現化に 向け た 調整は 、事業者や 関係機関等と 丁寧な 協議が必要で

あ る こ と か ら 、地元地権者を 中心と し た 「ま ち づ く り 協議会」が 設立さ れ 、市が 事務局と な っ て 支援を 行っ て い

る 。 

当該土地で の 具体的な 企業誘致に は 至っ て い ない が 、令和 年度は 、当協議会の 総会や役員会の 開催、ま3

た 、事業計画素案の 作成を 行い 、企業誘致に 向け た 下準備を 整え て い る と こ ろ で あ る 。今後は 、医療関連産業

を 含め た 民間事業者の 企業誘致を 積極的に 進め る と と も に 、市道整備の 早期完了に よ り 、企業が 進出した く な

る 環境を 整えて い く 。 

ま た 、京奈和自動車道の 全線開通後の 利便性向上や交通結節点と い う 強みを 活か し た 市全体に お け る 企業

立地に 関して は 今後、調査・研究を 実施し 、企業側へ の ア プ ロ ー チ 等を 行っ て い く 。 

 

起業に つ な が る 情報発信と 支援制度の 整備に つ い て は 、参加しや すい 開催日時の 創業塾や、女性の チ ャ レン

ジ を 応援する 起業講座に よ り 、半数以上の 受講者が 起業に 関して 積極的な姿勢が 見ら れた 。受講する こ と の メ

リ ッ トを 伝え る こ と や創業した い が で き て い ない 方へ の バ ッ ク ア ッ プ が 課題と なっ て い る 。 

創業者を 含め た 事業者の 販売支援と し て 商談会も 開催し、販路拡大へ の 機会を 創出した 。ま た 、空き 店舗（創

業者）出店支援（補助金）件数は 目標値を 達成し 、新規に 出店・創業を 希望する 意欲あ る 方へ の 支援が で き た

が 、今後の 継続性に は 課題が 残る 。 

こ れ ら 既存事業の 創業塾や 起業講座の 課題に 対応しな が ら 、起業した い 人や 創業者へ の 情報発信や支援を

引き 続き 進め て い く 。 

 

基本目標１ 審議会意見  

・京奈和自動車道、橿原キ ャ ン パ ス タ ウ ン 構想の 進捗に 大き く 影響を 受け る 施策。目標達成の た め に 、類似事業

を 実施して い る 自治体を 参考に 次年度実施すべ き 施策の 検討が 必要。 

・企業誘致や創業支援を 行う 場合に お い て 、産業施策の 全体像を 明確に 示しなが ら 実施す る べ き で あ る 。 

① ② ③・創業に 関して 、 個人事業主、 中小企業、 ス タ ー トア ッ プ 、そ れぞ れ支援メ ニ ュ ー が 異な り 、そ れぞ れに 対

する 誘致企業へ の ア ピ ー ル も 異なる 為、創業支援の メ ニ ュ ー を 精査し 、よ り 充実さ せる べ き 。 

・起業に 繋が る 取組みで 、創業塾を 開催し実際に 件起業さ れた と い う 結果は、現在の 状況を 考えて 希望の 一7

つ だ と 感じ た の で 、サ ポ ー トも 含め て 今後も 続け て 欲しい 。 
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① ‐重点施策（基本的方向）１ 企業誘致や起業支援を 進めますi.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

企業立地に 関する相談件数（件） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  
令和 年度に お い て は 、工場の 新設及び 増設に 伴う 支援制度3
に 関する 相談が あ り 、新た に 奨励金交付 件に 繋げる こ と が2
で き た 。 
今後の 展望と して 、エ リ ア単位で の 企業誘致ゾ ー ン の 設定、地

元住民と の 合意形成、都市計画の 変更、種々の 法規制の ハ ー

ドル を ク リ アす る こ と が 必要と なる の で 、引き 続き 調査・研究

を 実施して い く 。ま た 、企業ニ ー ズ 調査を 実施し 、橿原市に 進

出を 希望す る 企業へ の ア プ ロ ー チ 、支援制度の 拡充に 関す る

検討を 行い 、企業立地に 関する 相談件数の 増加を 図る 。 
企業立地推進室●  

初期値 
目指す値 

実績値 進捗状況R3   

： 件R1 5  
： 件R7 8  

２件 未達成  

空き 店舗（創業者）出店支援件数 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  
新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症の 流行に よ り 、新規の 出店や 創業

が 難しい 状況で あ っ た が 、空き 店舗出店に 係る 補助金の 活用

に よ り 、新規に 出店・創業さ れる 方の 意欲を 醸成する こ と で 出

店を 支援で き 、目標値を 前渡しで 達成する こ と が で き た 。 
そ の 一方で 、今後は 限ら れた 財源を 有効に 活用し て い く た め

に 、補助金の 見直しも 想定さ れる こ と か ら 、補助金以外の 方

法で も 支援で き る 制度を 考えて い く 必要が あ る 。 
地域振興課●  

初期値 
目指す値 

実績値 進捗状況R3   

： 件R1 3  
： 件R7 5  

５件 達成  

 

  

0

5

10

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

0

2

4

6

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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主な取組み■  （単位は年度） 

① １ （１） 橿原キャン パス タ ウ ン構想に おける企業誘致の促進- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応方針 担当課  R3    
ⅰ 医療関連産業等の 誘致を 

見据えた環境整備 
医大新キャン パ ス西側の 一団の 農地（新キ●

ャ ン パス周辺地区）にお い て 、地元地権者を 中

心と した 「ま ち づ く り 協議会」が設立さ れ、市

が 事務局と な り 支援を 行っ て いる 。新型コ ロ

ナ ウイル ス感染拡大の 影響によ り 進捗に遅れ

が 生じてい る が、ま ち づ く り の 具現化に向け

て 関係機関及び事業者等と の 協議を 実施し

た 。ま た 、地区内を 横断する 市道の整備を 実

施してい る 。 
【成果】 
ま ち づ く り 協議会総会、役員会の 開催： 回2  
事業計画素案の 作成 

事業計画素案を 協議会と 共有し、会●
員の 意向調査を 実施した う えで 、ま ち づ

く り の 方向性を 検討する 。併せて 、市と

して医療関連産業を 含め た民間事業者

の 企業誘致を 積極的に進め 、協議会へ

の マ ッ チ ン グ を 行う 。ま た 、市道整備を

早期に完了さ せ、企業が進出した く なる

環境を 整える 。 

市街地整備課●  
企業立地推進室 

① １ （ ） 起業に つながる 情報発信と 支援制度の整備- - 2   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応方針 担当課  R3    
ⅰ 創業や起業家育成へ の 支 

援 
新た に創業を 考えら れて い る 方を 対象に 、●

「経営・販路開拓・財務・人材育成」を 学べ る 創

業塾を 開催した 。ま た 、開催方法も 土曜日コ ー

ス ・平日午前コ ース ・平日夜間コ ース と つ の3
コ ース を 設定し 、幅広く 参加で き る 仕組みづ く

り を 行っ た 。 
【成果】 
創業塾受講者数 計 名 4 1  
受講後の 創業者数 計 件 7  
受講後の創業予定者数 計 件 14  
 

女性が 自立し て 個性と 能力を 発揮し、自分●
の 望む 生き 方を 見つ け チ ャ レ ンジ で き る 機会

を 提供する こ と を 目的と して 、「起業に 向け て

の チ ャレンジ講座」を 開催（４回講座） 
【成果】 
講座後、起業に前向き と 回答した 割合 ％8 8  

創業塾を 受講する こ と で 、会社設立●
時に 税の 軽減や、融資上の メ リ ッ トが あ

る こ と を 広く 周知で き て い ない 状況が

あ る の で 、今後は創業塾を 受講する こ と

の メ リ ッ トを ホ ー ムペ ー ジな ど 通じ て 、

よ り 一層広く 周知してい く 必要があ る 。 
 
 
 
 
 

当該取組みの 目標で あ る 、「ま ずは興●
味を 持っ て も ら う こ と 」と 、「起業を する

た め の 情報を 提供する こ と 」を 達成で き

た 。引き 続き 、同様の 趣旨で 本セミ ナ ー

を 継続し、情報提供を 行っ て い く 必要が

あ る。 

地域振興課●  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権政策課●  

ⅱ 販路拡大支援の た め の 機 
会創出 

市内事業者の 販路拡大を 支援する こ と を 目●
的と して 、新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 影響が

あ る 中で 、オ ン ラ イン 形式も 用い て 、新た な手

法で商談会を 開催した 。 
ま た 、引き 続き 販路拡大に 関わ る セミ ナ ーを

開催し、販路拡大支援の 一助と なっ た 。 
【成果】 
商談会開催数 回 17  
対面型 回・オ ン ラ イン 回( 13 4 )  

参加事業者数 社 111  

新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症の 影響が●
続く 中で 、対面型で の 商談会やセミ ナー

開催が難し く なる こ と も 予想さ れる 中、

オ ン ラ イン で の実施展開も 継続して い く

必要がある 。 
ま た 、オ ン ラ イ ン で 実施す る こ と で 、全

国的に 販路拡大し て い く こ と も 物理的

に 可能に な っ て く る の で 、オ ン ラ イ ン で

実施してい る 先進的な事例等を 研究し、

充実を 図っ てい く 必要があ る 。 

地域振興課●  
 

（単位は年度） 
 
基本目標１－重点施策１ 審議会意見  
委員評価 
（人） 

A B C D  
5  8  1 1  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 影響を 考慮し、また 医大ま ち づ く り の 進展も 期待して評価しＡと した 。 
・新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 感染拡大の 影響がある 中で も 様々な取組みを 通して 情報発信や支援を 行っ てお り 、効果が得ら

れた と 考えＡ評価と した 。 
・概ねウ ィ ズコ ロ ナ と し ての 対応が出来てお り Ａ評価と した 。 
・創業塾受講者も 多く 、受講者の半数が起業も し く は起業予定と な っ て おり 、Ａ評価と した 。 
・創業支援の効果は一定見ら れる の で 、今後と も 充実して ほしい 。 
・今回の 記載内容は、地の 利を 活か す為の 内容が見えて こ なかっ た の で、評価出来なか っ た 。 
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 ②基本目標 新たな人の流れや交流を 盛んにする 魅力づ く り  
～自然・歴史・文化を 楽しんで魅力発信～ 

 

施策体系■  

 

 

■数値目標（数値は年度で 月末日時点と する ）3  

社会増減（転入者数－転出者数） 宿泊者数  

  
初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 人H3 0 ▲3 0 9  

： 人R7 ▲15 0  
人 未達成▲3 0 7   

： 人R1 201, 415  

： 人R7 210, 000  
人 未達成119, 083   

 

  

- 5 0 0

- 3 0 0

- 10 0
H3 0 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

10 0 0 0 0

15 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0

2 5 0 0 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

② 新た な 人の 流れや 交流を 盛ん に す る 魅力づ く

② １ 幅広い 橿原の 魅力発信を 進め ま す-   

② １ １ 移住・交流・関係人口拡大に 向け た 支援と 情報発信- -   

＜基本目標＞ 

＜重点施策（基本的方向）＞ 

＜主な取組み＞ 

② ２ 自然・歴史・文化資源を 活か した ま ち づ く り を 進め ま す-   

② ２ １ 魅力ス ポ ッ ト周遊に つ なが る ネッ トワ ーク づ く り- -   

② ２ ２ 世界遺産登録に 向け た 取組みの 推進- -   
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総合分析■  

基本目標２ 総合分析  

移住・交流・関係人口拡大に 向け た 支援に つ い て 、ま ず 移住支援と し て 橿原市へ の 移住希望者に 対して 「橿原

市移住・定住サ ポ ー トネッ トワ ー ク 戦略プ ラ ン 」に 基づ い た サ ポ ー トネ ッ トワ ー ク 連携体制を 構築し 、移住に 関す

る 相談や 手続き の 受付窓口を 一元化した 。し か し 、移住相談件数は ま だ 少な く 、運営が 軌道に 乗っ て い な い の

が 現状で あ る 。移住の 受け 入れや相談窓口の 存在に つ い て の を 強化する と と も に 、よ り 利用しやすい サ ポPR

ー ト体制と 運営方法に つ い て 検討を 重ねて い く 必要が あ る 。ま た 、市の 魅力発信の た め に 、ホ ー ム ペ ー ジや 広

報紙に 加え 、 等を 活用した 幅広い 情報発信を 実施して い る 。そ の 結果、 の フ ォ ロ ワ ー 数や宿泊客数、SN S SN S

市へ の 関心度な ど が 増加して お り 、効果的な 魅力発信と 併せて 、新た な 人の 流れや交流を 創出で き つ つ あ る と

い え る 。一方で 、市民サ ポ ー タ ー や 来訪者に よ る 自発的な 情報発信の 促進に つ い て は 課題が あ り 、発信した い

と 思わ せる 仕組みを 検討する と と も に 、市の 魅力を ア ピ ー ル する 機会を 増やすこ と が 重要で あ る 。 

 
魅力ス ポ ッ ト周遊に つ な が る ネッ トワ ー ク づ く り に つ い て は 、新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症の 影響を 受け なが ら

も 、市の 特色を 活か し た 展示や イベ ン トを 開催した 。一定数の 参加者を 集め る こ と は で き た が 、特に イベ ン トの

効果は 一過性に な っ て し ま う こ と が 多い た め 、内容の 更新や新た な企画を 継続的に 実施して い く 必要が あPR

る 。加え て 、来訪者の 増加に 備え た ハー ド面の 整備も 求め ら れる 。さ ら に 、イベン ト参加者に アン ケ ー ト等を 実施

す る こ と で 効果を 可視化で き る 仕組みを つ く る こ と で 、リ ピ ー タ ー の 獲得と さ ら な る 満足度の 向上を 目指し

て 、よ り 効果的な の 機会を 増や して い く 。PR  

ま た 、世界遺産候補の 構成資産の 周辺地域に お い て 、史跡の 追加指定は 進んだ も の の 、構成資産の 追加指定

を 進め る た め に は 、歴史的価値と 保存の 重要性に つ い て 周辺住民の 理解を 得る こ と が 必須で あ る 。引き 続き

資産の 保護に 努め なが ら 、世界遺産登録に 向け た 市全体の 機運醸成を 図る 。 

 

基本目標２ 審議会意見  

・県外か ら 若い 世代の 家族が 移住しやすい 環境ア ピ ー ル は 必要だ と 思う 。 

・ラ イフ ス テ ー ジ毎に 橿原市自慢の 集約を する と 、目標達成へ の 課題が 見え る の で は。 

・子ど も た ち が こ の 地で 育ち 、こ の 地を 好き に な る 取組みが 要で は ない か 。そ の た め の 一歩と し て 、指導する 教

職員に 橿原市を 好き に な っ て も ら う 施策が あ ればと 思う 。 

・三世代フ ァ ミ リ ー 定住支援住宅取得補助金の 交付件数は 達成で き て い る が 、市外か ら の 移住促進に つ い て は

ま だ 十分に 機能して い る と は 言い 難く 、よ り 効果的な市の 魅力の 発信を 続け て い く こ と が 必要だ と 考え る 。 

・移住に つ い て ど の 地域が 増加し て い る か の エ ビ デ ン ス は 、小中学校の ク ラ ス ・生徒数の 増減や学習塾へ の 調

査等に よ り 整理する 必要が あ る 。 

・社会減少が 抑えら れた 効果よ り も 、医療・福祉・教育面の 充実を 提示し て 若年層世帯を ど う 取り 込ん で い く か

の 施策を 考え て ほ しい 。 

・移住定住に お い て は、よ り タ ー ゲ ッ トを 明確に した マ ー ケテ ィ ン グ 戦略が 重要と な り 、タ ー ゲ ッ トに 応じ た 支援

メ ニ ュ ー を サ ポ ートネ ッ トワ ー ク で 充実さ せて い く べ き で あ る 。 

・観光に 関して 、ス ポ ッ トで はな く 、強い 資源を 核に 面的な広が り を 持っ た 施策展開が 必要。 

・世界遺産登録に 関して は 、地元住民の 熱量や活動が 主体的に 起こ る よ う な取組みを 醸成しな け れば 登録承認

が 困難で あ る 。 
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・観光客の 受入れに つ い て は 、ウ ィ ズ コ ロ ナ の 観点を 踏ま え た 目指す姿が 見え ない 。戦略的情報発信に つ い て

も ビ ジ ョ ン が 書か れて い な い 状況。世界遺産の 登録推進は 、今後登録に 向け て 沢山の 課題が あ る と 思う が 、次

の ビ ジョ ンも 記載で き る よ う 再考して ほしい 。 

・市民の 投稿か ら 市の に 写真を 掲載する 取組みは 、よ り 掲載さ れた 方の 記憶に 残る 働き か け だ と 感じ る 。SNS

市に しか 出来な い アイデ ア で 市民の 記憶に 残り 必要と さ れる ツ ー ル に 出来る よ う に こ だ わ れば、影響力も 大き

く な り 交流の 場やよ り 強い 魅力発信に 繋が る 。 

・地元の 学生と コ ラ ボ し、地元の 方を 巻き 込む やり 方は資源を 認知して も ら い 、色ん な方に 魅力を 知っ て 頂く き

っ か け 作り と し て 、こ れか ら も 必要で 素晴ら しい 活動だ と 思う 。 

・基本目標２で 取り 組ん だ 成果の 一つ と して 、市内宿泊者数の 増加は 目標値こ そ 達成しな か っ た も の の 、コ ロ ナ

禍な ど の 状況も 加味した 上で 希望を 感じ る 良い 数値で は な い か 。 
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② ‐重点施策（基本的方向）１ 幅広い橿原の魅力発信を 進めますi.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

三世代フ ァ ミ リ ー定住支援住宅取得補助金の交付件数（件） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

令和元年度か ら は 増加して い る も の の 、世界的な 新型コ ロ ナ

ウ イル ス 感染症の 流行に よ り 、住宅建築の た め の 資材の 調達

に 遅れが 発生し 、令和３年度は 前年度か ら 補助金申請件数が

減少した こ と か ら 、周知方法に 関す る 検討を 行い 、補助金申

請件数の 増加を 図る 。 

地域振興課●  

初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

： 件R1 5  

： 件R7 15  
件 達成19   

 

主な取組み■  

② １ （１） 移住・交流・関係人口拡大に 向けた 支援と 情報発信- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 移住へ の 支援・サ ポ ー ト 

体制の 構築 
三世代フ ァ ミ リ ー 定住支援住宅取得補助●

金の 交付（上記参照） 
 

「橿原市移住・定住サポ ートネッ トワ ー ク戦●
略プ ラ ン 」に 基づ き 、地域振興課を 相談窓口

と し て 移住希望者か ら の 窓口を 一元化し、

「住まい 」「し ご と 」「金融」の 分野の 事業者3
と の サ ポ ー トネ ッ トワ ー ク 連携体制を 構築

し 、移住者の 増加に 向け た 受入体制が 整っ

た 。 
【成果】 
・移住・定住サ ポ ートネッ トワ ー ク戦略プ ラ ン

策定 
・移住・定住サポ ートネッ トワ ーク協定締結 

 
 
 

移住・定住サ ポ ー トネ ッ トワ ー ク を 構●
築し たも の の 、移住相談が 少な く 、ま だ

本格的に 機能して い な い 。ま た 、本ネ ッ

トワ ー ク にお い て 、ど の よ う に 協議を 図

っ て い く の か詰め 切れてお ら ず、運営方

法に 課題があ る 。今後は、移住イベ ン ト

や移住促進ホ ームペ ー ジ作成等の 移住

関連事業に お い て 、積極的に 連携を 図

り 、官民が協働して移住者獲得に向け て

事業を 実施してい く 。 

地域振興課●  

ⅱ ス ポ ッ トや人を 魅力的に 
伝える プ ロ モ ーショ ン  
 

広報紙●  
・公式 で 紹介した 中から 毎月I n st a g ram 1
枚選定し、「今月の 枚」と して掲載した 。1  
・表紙に 使用する 写真を 市民か ら 募集し、掲

載した 。 
 
 
 
 
 
● SNS 
・公式 で、投稿さ れた市内風景I n s t ag ra m
等を 日々紹介した 。 
・公式 、 、 等LI NE Fa ce b o o k Yo u Tu b e
で 、市民に と っ て有益な 情報等を 日々発信

した 。 

広報紙●  
「今月の 一枚」の 掲載や表紙の 募集は 、

広報誌を よ り 魅力的にする コ ンテ ン ツ と

し て 継続で き て い る が 、一方で 、財政危

機宣言やコ ロ ナ渦の 影響も あ り 、特定の

物事に ス ポ ッ トを 当て た 特集記事の 作

成掲載が減少してい る 。そ の よ う な状況

下で も 市の 魅力を 引き 出せる 広報紙を

作成でき る よ う 検討を 重ねてい く 。 
 

各種● SNS 
新た な閲覧者や投稿数の 伸びが緩やか

に な っ て き て い る 。よ り 多く の 人に 知っ

ても ら い 、閲覧や投稿等の 形で参加して

も ら え る 運用が で き る よ う 検討を 重ね

てい く 。 

秘書広報課●  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0

5

10

15

2 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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【成果】 
・ 公 式 イ ン ス タ グ ラ ム の フ ォ ロ ワ ー 数 

人2 ,3 0 6  
・公式 の 友達数 人LI NE  15 ,9 7 8  
 

奈良県立医科大学の 学生に橿原市の 魅力●
を 伝えて関心を 高め 、本市を しても ら えPR
る よ う 講演を 行っ た 。 
【成果】 
講義前後の 関心度＜ （低）～５ （高）＞に つ1
い て  
関心度 ・５の 学生が ％ ％4 2 4 →6 4  
関心度 ・２の 学生が ％ ％1 2 0 →6  
 

コ ロ ナ 禍に よ り 本市へ の 来訪者、宿泊者●
が 減少する 中、橿原市を 魅力的に プ ロ モ ー

シ ョ ン す る た め 、全国メ デ ィ アを 橿原市に 取

材誘致し、市内の 観光スポ ッ トや飲食スポ ッ

ト 、名物店主等を プ ロ が 作成し た 記事で 複

数の メ デ ィ ア 媒体に 掲載し て も ら う 事業を

行っ た 。 
【成果】 
・取材誘致メ ディ ア数 社 6  
・メ デ ィ ア掲載件数 件 4 3  
・イン スタ グ ラ ムの フ ォ ロ ワ ー数 

⇒人（ ） 人（ ） 1,114 R3 .4 1,4 4 5 R4 .4  
・市内宿泊者数の 増加 

⇒人（ ） 人（ ） 112 ,2 2 5 R2 119 ,0 8 3 R3  

 
 
 
 
 

市民へ の 関心度を 上げ る 機会が十分●
で ない こ と と 、市民・訪問者に よ る 自主

的な地域発信が課題で あ り 、市の 魅力

を 伝える 機会の 増加と 自主的な発PR
信に つ なが る よ う な取組み を 行っ て い

く 。 
 
 
 

全国メ デ ィ ア の 取材誘致に よ る 複数●
メ デ ィ ア媒体へ の 記事掲載の 結果、橿原

市観光イン ス タ グ ラ ムの フ ォ ロ ワ ー数や

市内宿泊者数も 増加し、幅広い 橿原の

魅力発信に 寄与した 。引き 続き 、同様の

取材誘致を 実施し、さ ら に 工夫して 、橿

原市を 広く 多く の 方に 知っ て い た だ く

取組みを 進めて いく 。 

 
 
 
 
 

企画政策課●  
 
 
 
 
 
 
 
 

観光政策課●  

（単位は年度） 

 
基本目標２－重点施策１ 審議会意見  
委員評価 
（人） 

A B C D  
7  7  1 0  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・ ，メ デ ィ ア を 積極的に 利用してお り ，（因果関係は不明で あ る が ）宿泊者数も 微増してい る ので 、Ａ評価。SNS  
・橿原市の 魅力に興味があ る 方に対して は成果が得ら れたよ う に思う 。た だ 、興味を 持っ ても ら う 為の活動と しては 、不十分な

結果にな っ た よ う に感じ 評価と した 。B  
・情報発信の 成果は一定程度見ら れて い る 。今後は、こ の成果を 定住人口や交流人口の 増加に つなげ て欲しい 。 
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② ‐重点施策（基本的方向）２ 自然・歴史・文化資源を 活かした ま ちづ く り を 進めますii.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

今井まちなみ広場・西環濠駐車場の利用台数（台） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

か ら に 渡り 駐車台数は微増で あ る も の の 、駐車料金R1 R3
に つ い て は 堅調な伸び と な っ て い る こ と か ら 、１台当た り の 駐

車場の 利用時間が 伸び て い る と 思わ れる 。近年、今井町内に

は 新た な カ フ ェ 等が 出店し て お り 、今井町周辺で の 来訪者の

滞在時間が伸び て い る と 推測さ れる 。 

観光政策課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 台R1 7 8 ,2 17  

： 台R7 8 7 ,0 0 0  
台 未達成7 8 ,5 2 1   

構成資産「藤原宮跡・藤原京朱雀大路跡」の史跡指定率（％） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

構成資産の 周辺で は 追加指定が 進んで い る も の の 、資産範囲

内で は 現状維持と な っ て い る 。こ れは 世界遺産の 登録に 必要

な追加指定の 周知が 不足して い る と 考え ら れる 。 

世界遺産登録推進課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： ％R1 9 8 .6  

： ％R7 10 0  
％ 未達成9 8 .6   

 

主な取組み■  
② ２ （１） 魅力スポッ ト周遊に つ ながるネッ トワ ークづ く り- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 観光滞在時間延長につ な 

が る イベ ン ト・体験プ ロ グ

ラ ムの 実施 

新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症の 影響を 受け る●
中、感染症対策を 行っ た 上で 、か しは ら ナビ プ

ラ ザ の 指定管理者で あ る 奈良県ビ ジタ ーズ ビ

ュ ー ロ ー 及び橿原市観光協会と 連携して 市内

観光スポ ッ トを 巡る 謎解き サイク リ ン グ ス タ ン

プ ラ リ ー を 実施した 。 
【成果】 
イベ ン ト「 」参加者：KASHIHA RA  QUEST

名2 18  

自転車で 市内観光スポ ッ トを 巡る 仕●
掛け に よ り 、本市の 自然・歴史・文化資

源を 活か した 取組みと なっ た 。引き 続き

感染症対策を 行っ た 上で 、観光客に と っ

て 更に 魅力的な ル ー ト提案を 行っ て い

く 。 
 
  

観光政策課●  

ⅱ 橿原神宮か ら 今井町へ の 
誘客につ なが る 整備 

橿原神宮内にあ る 橿原観光第 トイレ及び● 1
同第 トイレ及び今井ま ち なみ交流セン タ ー2
屋外トイレに つ き 、故障個所の 修繕を 行う と 共

に 新型コ ロ ナウ イル ス感染症対策と して 、接触

型の 照明ス イ ッ チか ら 人感セン サ ー 照明へ 改

観光客が 気持ち よ く 安心し て 利用す●
る こ と が可能な環境整備を 実施した 。し

か し 、施設の 老朽化に 伴い 、機器の 破損

や故障件数が増加してい る 。ま た 、各施

設は建設時よ り 年月が 経過して い る た

観光政策課●  

7 0 0 0 0

7 5 0 0 0

8 0 0 0 0

8 5 0 0 0

9 0 0 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

9 7

9 8

9 9

10 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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装した 。 
【成果】 
修繕件数 件、人感セン サー設置 件:7 :2  

め 、故障時に 修繕部品の 供給が 既に 途

絶え て い る など 、修繕対応が 困難で あ

る 。施設の 大規模改修に は 多額の 費用

が必要で あり 、抜本的な改善には至っ て

い ない 。今後は、破損・故障個所を リ ス ト

化し緊急性の 高い も の か ら 修繕対応を

進め てい く 。 
Ⅲ 博物館と して の 昆虫館の 

独自性を 活か した 自然観

察会や イベ ン ト 、企画展

示、自然環境に 関する 講

座の 開催 

特別展に お い て 、昆虫に 関する 絵本を 紹介●
する と と も に 、絵本の 内容と 実際の 昆虫の 生

態を パ ネ ル や標本で 比較、解説を 行い 、昆虫

の 生態を 学習する 機会を 提供した 。企画展に

お い て は 、標本に て 昆虫を 大き さ や色で わけ

る な ど 、様々な わけ 方に よ り 分類と い う 手法

に つ い て 展示し、昆虫の 分類方法に つ い て 学

べ る よ う に した 。ま た子ど も から 大人ま で幅広

い 世代に 人気があ る だ んご むしの 生態や不思

議に つ い て も 展示し 、標本やパネル で 解説す

る こ と に よ り 、身近な生き 物に 対する 興味を

持っ ても ら う こ と が でき た 。 
【成果】 
開催回数：特別展 回、企画展 回1 2  
展示期間内延入館者数： 人4 5 ,8 4 9  

令和 年度の 上半期は新型コ ロ ナウ● 3
イル ス 感染症対策の た め 、ほ ぼ休館し、

ホ タ ル観察会等の 多く の イベ ントが中止

と な っ た が 、コ ロ ナ禍で ど の よ う に した

ら イベ ン ト開催が 可能に なる の か を 、検

討しウ ィ ズ コ ロ ナを 念頭に 、特別展や企

画展等、イベン トの 開催を 進め てい く 。 
 

昆虫館●  

Ⅳ 「歴史に 憩う 橿原市博物 
館」で 博物館デ ビ ュ ー し

た く な る よ う な企画展示

やイベ ント・講座の 実施 

博物館にお け る 学び を 親子で 体験で き る 動●
画を 作成。さ ら に 、動画と コ ラ ボ した 展覧会を

開催した 。 
【成果】 
動画作成本数： 本、視聴者数 人7 3 ,5 9 9  
展覧会 回、博物館利用者 人。展示3 2 ,9 9 8
作品の 募集で は 、市内外か ら の 応募が あ っ

た 。 
 
 

と 連携し 、博物館で● TH E KASH IHARA
の 学びを 楽しむ 体験型ツア ーを 開始した 。 
【成果】 
ナ イトツ アー 回：参加者 名1 12  
プ レミ アムツア ー 回：参加者 名14 3 1  
 
※ 企業版ふ る さ と 納税プ ロ ジェ ク ト「文化財と

の 新しい 関わ り を 提案 未来へ つ な ぐ 「マ イ文 
化 財」プ ロ ジ ェ ク ト 」の 取組み に つ い て は

を 参照P.4 7  

動画に お い て は 、動画視聴が 来館者●
増に つ な が っ て い る か 不明で あ る 。今

後、来館者へ の ア ン ケ ー ト調査に 加え 、

動画の 視聴が 来館に 繋が る 内容に 工夫

する 必要が ある 。展覧会に お い て も 、広

報の 効果に 課題があ る 。そ こ で 、他機関

等と の 協力や 、様々なイベン トへ の 参加

に よ る 直接的な潜在的利用者へ の PR
を 行っ てい く 。 
 

ツ ア ーを 一過性の イベン トと しない た●
め に 、内容の 更新を 行い 、リ ピ ー タ ー の

獲得と 、新た な来館者の 掘り 起こ しを 行

っ て い く 。 

文化財保存活●
用課 

② ２ （２） 世界遺産登録に 向けた 取組みの推進- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 構成資産「藤原宮跡・藤原 

京朱雀大路跡」の 史跡指

定の 追加 

世界遺産候補の 構成資産の 周辺地域に お●
い て 、史跡の 追加指定が進んだ 。 
【成果】 
構成資産周辺地域の 史跡指定に よ り 、世界遺

産登録に向けた構成資産の 保護が図ら れた 。 
Ｒ１～３ 史跡追加面積 ㎡  17 ,5 8 6 .0 2  

世界遺産登録に 向け た 、構成資産の●
追加指定に は 、地権者を は じ め 周辺住

民の 方々に 藤原宮跡及び藤原京跡の 保

護の 必要性に つ い て理解を 得る こ と が

課題であ る 。 
世界遺産と して の 価値を 守っ て い く た

め に 、地権者に 構成資産の 歴史的価値

と 保存の 重要性を 伝え 、史跡の 追加指

定を 推進する 。 

世界遺産登録●
推進課 

（単位は年度） 
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基本目標２－重点施策２ 審議会意見  
委員評価 
（人） 

A B C D  
2  8  5  0  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 感染拡大に よ る 人流制限の 影響が大き い 分野であ り 、進捗状況は未達成と なっ てい る が 、そう し

た 状況の中で 様々な努力を 続けてい る こ と がう か が われ、一定の 効果はあ っ た と 考え ら れ、Ｂ評価と した 。 
・今井町の 活性化や活用の 成果が出てき ており 、 評価と する 。B  
・昆虫館の 特別展・企画展入館者数や、歴史に憩う 橿原市博物館の 動画視聴者数、展覧会時の 館利用者数は十分な実績と 認め

ら れ、Ａ評価と した 。 
・資源を 活かすた めの ま ち づ く り の 部分に 関して は整備や 発信など の 活動自体は素晴ら しい と 感じ てい る 。た だ 、内容のSNS
部分を よ り 深堀し 、改善、対応して い く 必要がある と 感じ 、 評価と する 。B  
・コ ロ ナ 禍の 影響で 来訪客が伸び悩んでお り 、今後の 成果に 期待する 。 
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 ③基本目標 安心して子ど も を 産み育て ら れる環境づ く り  
～子育て支援のさ ら なる強化～ 

 

施策体系■  

 
 

数値目標（数値は年度で 月末日時点と する ）■ 3  

歳以下の子ど もの増減18  市を 特徴づ ける キーワ ードに「子育て 」を 選んだ人の 割合 

  
初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

： 人H3 0 ▲2 ,10 1  

： 人R7 ▲1,0 5 0  
人 未達成▲2 ,16 0   

： ％H3 0 4 7 .0  

： ％R7 6 2 .3  
％ そ の 他-   

 
 

  

- 3 0 0 0
- 2 5 0 0
- 2 0 0 0

- 15 0 0
- 10 0 0

-5 0 0
0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

2 0

4 0

6 0

8 0

H3 0 R1 R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

③ 安心して 子ど も を 産み育て ら れる 環境づ く り  

③ １ 子育て 世代へ の 支援を 進め ま す-   

③ １ １ 結婚か ら 子育て ま で 切れ目の な い 支援- -   

③ ２ １ 子ど も が 夢を 持っ て 学べ る 教育環境の 整備- -   

＜基本目標＞ 

＜重点施策（基本的方向）＞ 

＜主な取組み＞ 

③ ２ 魅力あ る 教育を 進め ま す-   
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総合分析■  

基本目標３ 総合分析  

橿原市で は 結婚か ら 子育て ま で 切れ目の ない 支援を 行う と し て 、婚活か ら 出産・育児ま で を 包括的に サ ポ ー

トす る 体制を 整え て い る 。妊娠に お い て は 、一般不妊治療費や不育治療費の 助成制度が 変わ っ た こ と に よ り 利

用件数が 増加傾向に あ る 中で 、申請か ら 助成ま で 、申請者に 寄り 添っ た 対応が 求め ら れる 。ま た 、経済的な 支

援に 限ら ず 、様々な側面か ら 必要な サ ポ ー トを 適切なタ イミ ン グ で 提供で き る よ う 、細やか に ア プ ロ ー チ し て い

く 。一方で 、保育施設に お け る 人員不足が 深刻な課題と し て 挙げ ら れる が 、保育補助員の 配置や の 導入にI CT

よ り 業務負担の 緩和と 保育の 質の 向上を 目指す。 ま た 、親子へ の 対応の みで は な く 、地域全体で 子育て を 支 

援で き る 環境づ く り を 引き 続き 進め て い か な け れば な ら な い が 、こ こ で も 人材の 確保が 課題と な っ て い る た

め 、他団体と の 連携強化や人員の 配置な ど 重点的に 取り 組む 必要が あ る 。 

も う 一つ の 重要施策（基本的方向）と し て は 、主に Ｉ ＣＴを 活用した 教育を 行う こ と に よ り 魅力あ る 教育を 進め

て い る 。主な 取組みで あ る 、子ど も が 夢を 持っ て 学べ る 教育環境の 整備に つ い て は 、「 ス ク ー ル 構想」のGIGA

実現に 向け 、 環境整備と し て 小中学校全て の 教室へ の 電子黒板設置や、児童生徒 人１台の パソ コ ン 環境I CT 1

整備を 進め て い る 。ハー ド面で の 整備は 進ん で い る も の の 、使用で き る 教材やソ フ トウ ェ ア が 十分で な か っ た

り 、教育現場が 多忙で あ る こ と に よ り 、教員の Ｉ Ｃ Ｔス キ ル の 向上を 図る 余裕が な い こ と な ど か ら 、授業で の

活用に 取り 組む 教職員の 割合が 伸び て い な い 。 の 活用が 有益と なる こ と を 理解する こ と や 、様々な研I CT I CT

修機会を 通じ て の 効果的な活用に 取り 組ん で い く 必要が あ る 。I CT  

文化財や昆虫を 活用した 主体的・能動的な学習は 、新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症対応に よ る 行動制限の 影響を

大い に 受け た 。今後は 、非接触で 実施可能なプ ロ グ ラ ムを 開発する な ど し て い く 。 

 

基本目標３ 審議会意見  

・即戦力に な る 人員の 確保も 必要で あ る が 、将来の 橿原市の 幼児教育推進の た め に も 、若い 世代の 採用も 必要

で は ない か 。 

・ 教育の 整備は 進ん で い る よ う だ が 、小学校中学校と も に を 活用した 授業の 割合が 低い 。部分的に 子I CT I CT

ど も た ち の 方が 教員た ち よ り も ス キ ル が 高い こ と も 想定さ れる 為、子ど も の 教育に 制限を か け て い る こI CT
と が な い よ う に 、全て の 教員が 世代問わ ず を 活用して 効果的な学習を 進め て い く こ と が で き る よ う 研修I CT

を 拡充する など 、教職員の ス キル を 早急に 向上さ せる 必要があ る 。ICT  

・子ど も た ち に 一人 台の パ ソ コ ン が 支給さ れて い る が 、う ま く 活用さ れて い る と は 現時点で は 思わ ず、学校・1

行政・保護者と の 連携は 上手く い っ て ない と い う 印象が あ る 。 

・コ ロ ナ 禍に お い て 、子ど も の 孤立や発達障害な ど が 社会問題化して い る 中で 、本政策は非常に 重要で あ り 、組

織の 縦割り を 打破し 、子ど も や 両親の ラ イフ ス テ ー ジに 沿っ た 切れ目の な い 支援を 引き 続き 実施して い た だ き

た い 。 

・待機児童数が 横ば い で 減少に 結び つ い て は い な い が 、各取組みに は 今後に 向け て 効果的と 思わ れる も の も

多く 含ま れて い る の で 、継続する こ と が 肝要と 考える 。一方で 、人員不足等の 大き な課題に つ い て は 、新た な 視

点を 模索しな が ら 対応して い く 必要が あ る 。 

・子育て 層へ の 支援は 全国で 取り 組ま れて お り 、橿原市ら し さ を 出さ ない と 競争の 中で 成果に つ なが ら な い 。 

・情報機器の 普及だ け で な く 、教育内容やコ ン テ ン ツ の 充実に よ る 質的向上が 必要だ と 思う 。 
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③ ‐重点施策（基本的方向）１ 子育て世代への支援を 進めますi.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

待機児童数（潜在的待機児童を 含む ） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

令和元年 月か ら 幼児教育・保育の 無償化が 開始さ れた こ10
と に よ り 、保育の 潜在需要が 喚起さ れ増加傾向に あ る と 考え

ら れま す 。地域に 偏在して い る 待機児童へ の 対策や、低年齢

児（ ～ 歳児）の 受入施設の 整備を 進め て い ま すが 、保育需0 2

要に 追い つ い て い な い の が 現状で す。 

今後は 、待機児童の 解消に 向け 、短期的に 効果的な方策は 保

育士の 確保だ と 考え 、私立保育園保育士向け の 補助事業を 令

和４年度以降さ ら に 拡充し 、保育士確保に よ る 受入児童数の

増加を 図り ま す。 

ま た 、小規模事業所の 誘致に よ る ０～２歳児の 受け 皿の 確保

や、既存施設の 拡充に よ る 量の 確保を 進め ま す。 

こ ど も 未来課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 人R1 17 9  

： 人R7 0  
人 未達成17 4   

 

主な取組み■  
③ １ （１） 結婚から 子育て まで切れ目のない 支援- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 結婚した い と 思う 人の 希 

望を か な え る 応援・サ ポ

ートの 環境づ く り  

平成 年度よ り 育成した 結婚サポ ー● 2 9
タ ー の 周知と 育成の た め 定期的に サ ポ ー

タ ー 、結婚希望者と そ の 家族が 相談及び

交流で き る 場「か しは ら 婚活ル ー ム」を 設

け 、サ ポ ー タ ー に よ る フ ォ ロ ー ア ッ プ の 充

実、及び縁結び 登録制度を 設け て 結婚を

望む 若者同士の 交流や出会い 促進、子の

結婚に 悩む 親など 家族の 悩み相談など を

行っ た 。ま た 出会い の 場を つ く る イベ ン ト

やセ ミ ナ ー を 開催し 、サポ ー タ ー にセ ミ ナ

ー 講師と して 婚活に 役立つ 話等を 担当し

て も ら い 、サ ポ ー タ ー の 周知やアウ トプ ッ

トの 育成も 図っ た 。 
【成果】 
縁結び登録者数： 名（ 末時点）6 5 R3  
婚活イベン トを 回開催し、計 名の 参2 3 8
加と 組が カ ッ プ リ ング した 。9  
親の 婚活塾（セミ ナー ）を 回開催し、子3
の 結婚に 悩む 親同士の 意見交換を 行い 、

家族関係の 改善につ なが っ た 。 

令和 年度か ら 開始した 定期的な● 3
相談場所で あ る 「か しは ら 婚活ル ー

ム」を 継続する 。そ れ を 軸に サ ポ ー タ

ー、結婚希望者、そ の 家族など が交流

で き る 場を 設け 、サ ポ ータ ー に よ る フ

ォ ロ ーア ッ プ の 充実、縁結び登録制度

に よ る 結婚を 望む 若者同士の 交流や

出会い の 促進、子の 結婚に 悩む 親な

ど 家族の 悩み や 不安へ の 支援を 行

い 、地域で の 婚活サ ポ ー ト体制を 周

知・定着さ せる 。 
 

イベ ン トで の カ ッ プ リ ン グ や縁結び●
登録者同士で の お 見合い を して も 交

際が継続する ケース が ま だ少ない 。 
縁結び 登録者数を 増やす こ と の み に

と ら われず 、サポ ータ ー主体で 婚活の

成功の た め の セミ ナー やワ ーク ショ ッ

プ 等を 継続的に 実施し、出会い か ら 継

続的な交際、成婚に至れる よ う に フ ォ

ロ ーを よ り 充実さ せる 。 

市民協働課●  

0

5 0

10 0

15 0

2 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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ⅱ 一般不妊治療費・不育治 
療費の 助成、産後期家庭

へ の 家事援助「マ マ ヘ ル

プ サ ービ ス 」の 実施、妊娠

期（妊娠 か月時）・乳児5
期（産後 か 月時）家庭へ1
の 積極的な 電話相談・支

援 

妊娠に 至る ま で は経済的支援を 実施。●
妊娠後は 、妊娠届出時の 専門職に よ る 面

談を 実施し 、必要に 応じ て 、継続した 支援

に つ なげ て い る 。妊娠 か 月時、産後 か5 1
月時に も 専門職に よ る 全件状況把握を 継

続実施してい る 。さ ら にサ ポ ートの 少ない

産婦に 対して は 、「ママ ヘル プ サー ビ ス 」で

家事援助サ ービ ス を 提供してい る 。 
【成果】 
妊婦健康診査： 年－ 件、H2 8 11,9 9 8 R3
年－ 件9 ,7 2 7  
一般不妊治療費助成： 年－ 件、H2 9 6 9

年－ 件R3 14 2  

一般不妊治療費・不育治療費の 助●
成対象者を 、令和 年度よ り 県と 同3
様に 所得制限の 撤廃と 事実婚を 含め

た 。そ の た め か 不妊治療費の 助成を

受ける 件数が増加して いる 。不妊治療

に関して は令和 年 月よ り 健康保4 4
険適用と な り 、ま すま す一般不妊治療

の 申請者が増加し、治療に関する 不安

を 持つ 方が増える と 考え ら れる た め 、

一人一人へ の 丁寧な 対応を 心掛け

る 。 
 

妊娠届出以降に つ い て は 、専門職●
か ら の ア プ ロ ーチ の頻度が多く 、相談

しやすい 体制と な っ て い る 。コ ロ ナ 禍

で 、妊娠・出産を 取り 巻く 環境が変化

し 、サ ポ ー ト体制も 変化し て い る た

め 、必要な タ イミ ン グ で サ ー ビ ス に つ

なげら れる よ う に努め てい く 。 

健康増進課●  

Ⅲ 保育士・幼稚園教諭が 集 
ま る 環境づ く り  

こ ど も 園で は 、休憩時間の 確保が で き●
る よ う に 、保育補助員を 各園に 複数名雇

用した 。 
 
 

導入に 伴い 、登園管理や指導計画● ICT
の 作成、保護者通知な ど の 業務の 効率化

を 図っ た 。 
【成果】 
保育補助員を 各園 ～ 名の 配置に よ3 4
り 、全園で 殆ど 所得で き て い なか っ た 休

憩時間が 分以上取得で き る 日が 増3 0
え 、心と 体が リ フ レッ シュ で き 、仕事の 効

率が少しずつ 上が っ た 。   

保育補助員の 募集を 行っ た が 、各●
園の 人員に 不足が あ っ た 。必要な 保

育補助員を 確保で き る よ う に 、公募に

つ い て広く 周知を 行う 。 
 

導入に 伴い 、業務が効率よ く● ICT
進め ら れ 、業務時間内に 処理が で き

る よ う 、 活用にあ た っ て は 、保育I CT
と 離れた 場所で の 作業が必要に な る

の で 、ノ ン コ ン タ ク トタ イムを 取得で き

る よ う に する 。   

こ ど も 未来課●  

Ⅳ 支援が必要な子ど も に 対 
する 切れ目の ない 支援の

実施 

か 月児、 か 月児、 歳 か月児、● 3 10 1 6 3
歳 か 月児健康診査や ～ か月児健康6 6 7
相談、す こ や か 子ど も 相談を 実施し て い

る 。ま た 、子育て 支援課と はこ んに ち は会

議、こ ど も 発達支援課と は発達会議を 実

施し、情報共有を 行っ てい る 。 
【成果】 
乳 幼 児 健 診 延 受 診 者 数 ： 年 －H2 8

人、 年－ 人3 ,7 4 1 R3 3 ,2 4 5  
 
 
 
 

健康増進課、こ ど も 発達支援課と こ ど●
も 未来課で 発達会議を 行い 、情報共有を

図っ た 。 
【成果】 
紙面で の や り 取り で 情報共有が で き 、保

護者へ の 支援を 保育者が 自信を 持っ て で

き る 事例があ っ た 。   
 

医療的ケア が必要な生徒が 在籍する 学●
校に お い て 看護師を 任用した り 、訪問看

護ステ ー ショ ン よ り 看護師を 派遣する よ う

契約を 交わすこ と で、医療的ケアを 行っ て

新型コ ロ ナ ウ イル ス感染拡大に 伴●
い 、乳幼児健診の 対象拡大を 実施し

た こ と や 、幼児健診の う ち 集団健診を

予約制に した こ と で 、健診未受診者が

減少し た 。しか し 、少数な が ら 健診未

受診者が 存在す る た め 、今後も 関係

機関と 連携しなが ら 、対象者の 把握に

努め る 。さ ら に 、こ ど も 園と の 定期的

な連携体制を 構築する た めに 、こ ど も

発達支援課だ けで な く 、こ ど も 未来課

に も 発達会議に 参加し て も ら う 予定

で ある 。 
 

今後も 引き 続き 、発達会議を 行い 、●
情報共有して い く と と も に 、子ど も の

育ち に よ り 良い 手立て や引継ぎ 方法

を 構築して い く 。 
 
 
 
 

課題と して は 、医療的ケア に 対応す●
る 看護師の 人材確保が 挙げ ら れる 。

必要な時期に人材を 確保で き る よ う 、

学校と の 連携を 密に と り な が ら 調整

健康増進課●  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ ど も 未来課●  
 
 
 
 
 
 
 

学校教育課●  

-93-



効果検証報告書  3 1 

 

い る。 
【成果】 
看護師任用人数：３名 
派遣校数：小学校２校、中学校０校 

を 図っ てい く 。 

Ⅴ 支援が必要な子ど も が安 
心し て 集団生活・学習が

で き る よ う 、専門職に よ

る 療育の 実施、幼稚園・

保育所・小学校・中学校へ

の 巡回支援や相談 

こ ど も 発達支援課と 連携し 、各園の 巡●
回訪問を 行い 、園の 保育環境や援助の 仕

方を 共有した 。 
【成果】 
公立の すべ て の 園と 私立の 依頼の あ っ た

すべ て の 園に つ い て 、巡回訪問時に 同行

し支援が必要な子ど も に 対して 、園で 支援

の 仕方や配慮の仕方など を 共有で き た 。 
 

発達支援の 必要な子ど も に 幼児療育● ,
教室と か し の 木園で 、専門職員が 子ど も

を 観察し、一人ひ と り の 持つ 能力を 最大

限に 伸ばす療育を 行う と 共に 子ど も の 発

達に不安や悩みを 持つ 保護者支援も 行い

ま した 。                   
【成果】 
・児童発達支援事業「か しの 木園」事業所

ア ン ケ ー ト 子ど も と 保護者の 満足度  
％9 5  

 
 
 
 

幼稚園・保育所に つ い て は心理相談員●
を 中心と した 専門職チー ムに よ る 巡回訪

問に よ り イン ク ル ー シブ な視点で 保育・教

育に つ い て の 検討を 行い 、発達に 遅れや

偏り が あ る と 思われる 子ど も へ の 関わ り

方につ い て カ ン フ ァ レンス の機会を 持ち ま

した 。 
小学校・中学校に つい て は 、各学校や学校

教育課と 連携し 、指導主事が中心と な っ

て 巡回訪問で 把握した 子ど も の 状態に 応

じ て 教育相談や 検査実施に つ な ぎ ま し

た 。 
ま た 、特別支援教育に関する 教職員研修

会を 実施しま した 。 
【成果】 
・教職員研修会ア ン ケー ト 参加者満足度 

％1 0 0  
・巡回訪問依頼の あっ た小中学校 校中2 0

校実施（小学校 校、中学校 校）2 0 16 4  
・巡回訪問依頼の あ っ た 幼稚園・保育園

園中 園実施（公立園 園、私立2 3 2 3 14
園 園）9  

年間を 通し て 、計画的に 各園の 巡●
回訪問を 行う 。 
 
 
 
 
 
 
 

支援の 必要な 子ど も の 多様化と 増●
加の 傾向を 鑑み、よ り 質の 高い 療育と

保護者支援を 提供で き る 人材の 育成

が必要と な り ま す。各専門職と 庁内関

係課、医療機関や相談支援事業所等

の 関連機関と の 連携を 強化し 、支援

の 必要な子ど も と そ の 家族の ニ ー ズ

に 合っ た 充実し た 療育や支援を 提供

しま す。 
ま た 、近年は 新型コ ロ ナ ウ イル ス感染

症対策に も 注意が 必要で あ る た め 、

適正な感染防止対策を 行い 療育や支

援の 実施を 継続しま す。 
 

就学前巡回訪問の 需要と 必要性は●
年々増す傾向に あり ま すが 、慢性的に

心理相談員の 確保に苦慮する 状況が

続い て い ま す 。人材の 確保と 心理相

談員個々の ス キ ル ア ッ プ と 共に 業務

の 効率化を 促進しま す。 
就学後巡回訪問で は、 の 活用をICT
含め た ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン の 視点

を 持っ た 多様な 学びの 保障に 課題が

あ り ま す。特別支援教育の 視点を 取り

入れた 授業・学級づ く り を 行う 研修の

実施に よ り 専門性を 高め つ つ 、ペア レ

ン トトレー ニ ン グ や医師等の 相談、教

育相談や検査実施に つなげ ま す。 
近年は新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症対

策に も 注意が 必要で あ る た め 、適正

な感染防止対策を 行い 相談の 実施を

継続しま す。 

こ ど も 未来課●  
 
 
 
 
 
 
 
 

こ ど も 発達支援課●  

Ⅵ 子ど も や保護者に向け た 
あ そ び の 提供や講座、相

互交流イベントの 開催 

「かしは ら 探検隊」●  
自然の 中で の 体験活動等へ の 参加や協力

を 通して 親子や家族、友人や地域と の つ

な が り を 深め 、家庭教育力及び地域教育

力の 向上並びに 青少年の 健全育成を 目的

と して 開催を 予定した が 、新型コ ロ ナウ イ

ル ス感染症の 影響に よ り 中止した  
 
 

毎年秋に開催して おり 、市民参加型●
の イベ ン トで 好評を 得て い る が 、協力

い た だ い て い る 社会教育団体の メ ン

バーの 高齢化が進んで おり 、準備段階

か ら 負担が大き く なっ て い る 。実施形

態や方法を 見直す必要があ る 。 
 
 
 

人権・地域教育課●  
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「家庭教育支援事業」●  
子育て の 悩みを 参加者で 共有し解決する

こ と を 目的と して 、乳児や未就学児・保護

者を 対象と し て 身体や身近なも の を 使っ

た 遊びや保護者同士の 交流を 中心と した

講座を 実施した  
【成果】 

Ⅰリ ズ ム遊び 、通園グ ッ ズ 作り みんなで&
あ そ ぼ 、ビ ギ ナー マ マ プ ロ グ ラ ム、赤ち ゃ

ん と あ そ ぼ 、はればれ子育て プ ロ グ ラ ム、

体育遊び  
全 回開催6 2  
大 人 人、子ど も 人、計5 7 1 1,2 6 2

人1 ,8 3 3  
ほ と んど の 参加者が 、子育て の 悩みを 少

し 解決で き た と い う 回答を した 。ま た 、過

去の 参加者から 良い イベン トだ と い う こ と

で 参加さ れた 方が数名い た 。 

すべ て の プ ロ グ ラ ムの 満足度は 高●
く 、子育て の 難しさ を 実感する 保護者

の 悩みを 解決する こ と が で き た 。 
引き 続き 、同様の 事業を 継続し、参加

者の 声を 聴き なが ら ブ ラ ッ シュ ア ッ プ

して い く 。 

Ⅶ 地域で の 子育て 支援や児 
童虐待か ら 子ど も を 守る

体制の 充実 

地域子育て 拠点（こ ど も 広場・子育て 支●
援セン タ ー ）に お い て 子育て に 関する 不

安・悩みなど を 気軽に 相談で き 保護者な

ど が 子育て に 関する 情報交換や交流がで

き る 機会・場づ く り に つ と めた 。 
【成果】 
地 域子 育て 拠 点 の べ 利用 人 数 ：R3

人1 6 ,4 8 2  
地域子育て 拠点特別講座・子育て 講座開

催回数 ： 回R3 2 9  
 
 

虐待など の 問題を 抱えた家庭に 対応す●
る 子ど も 家庭総合支援拠点の 設置に 向

け 、専門性を 有する 相談員を 増員・配置し

体制を 整え た 。ま た 、児童虐待の 早期発

見・早期対応の 体制も あ わせ て 整え て い

る 。 
【成果】 
要保護児童対策地域協議会個別ケース検

討会議開催回数 ： 回R3 3 7  

コ ロ ナ 禍に よ る 活動制限があ る が 、●
地域子育て 拠点は子育ての 息抜き や

相談の 場と な っ て お り 効果を あ げ て

い る 。一方で 、こ ど も 広場で お こ な っ

て い る フ ァ ミ リ ー サ ポ ー トセ ン タ ー 事

業は援助会員が 限ら れて お り 十分機

能して い る と はい えな い の が 課題で

あ る 。援助会員の 増加に 向け 引き 続

き 募集や 事業の 啓発を お こ な っ て い

く 。よ り 安定的に 運営して い く た め に

は正職員の 配置が必要で あ る 。 
 

年 月の 子ど も 家庭総合支援● R4 4
拠点の 設置によ り 体制は整っ た 。今後

は児童虐待の 予防・早期発見・早期対

応、相談員の 資質向上に 取り 組ん で

い く 。 

子ど も 家庭相談室●  

（単位は年度） 

 
基本目標３ 重点施策 審議会意見- 1  
委員評価 
（人） 

A B C D  
3  10  2  0  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・目標値に は及ばない も の の 、数値と して結果が出てい る 点を 評価して と した 。A  
・目標と した イベントを 実施し 、講座や会議等の 開催回数にお い ても 実績が認めら れる こ と か ら と 評価した 。一方で 、具体的A
な取組みに 対して的確な成果を 示す指標・実績の 記載が不足してい る 部分が見受けら れた 。 
・事業と して一定の成果を 出して い る も の も あ る が 、子ど も 数の 増加と い う 最終目標に 貢献する ま でに は至っ てい ない。 
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③ ‐重点施策（基本的方向）２ 魅力ある 教育を 進めますii.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

Ｉ ＣＴを 毎日活用した授業の割合（小学校） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

令和 年度全国学力学習状況調査【学校質問紙】に よ る と 、前3
年度に 教員が 大型掲示装置（プ ロ ジ ェ ク タ ー 、電子黒板な ど ）

など の を 活用した 授業を ク ラ ス あ た り ほ ぼ毎日行っ たI CT 1

割合は初期値と 変化が ない 。し か し 、令和 年度第 回学習3 2

用パ ソコ ン の 活用状況調査（ ）に よ る と ほ ぼ 毎2 0 2 2 / 0 1/ 10

日活用して い る 割合は ％で あ る た め 、今後も 継続的に 、4 5 .3

様々な研修機会を 通し効果的な の 活用の 取組みを すすI CT

め て い く 。 

学校教育課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： ％R1 12 .5  

： ％R7 9 0 .0  
％ 未達成12 .5   

Ｉ ＣＴを 毎日活用した授業の割合（中学校） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

令和 年度全国学力学習状況調査【学校質問紙】に よ る と 、前3

年度に 教員が 大型掲示装置（プ ロ ジ ェ ク タ ー 、電子黒板な ど ）

など の を 活用した 授業を ク ラ ス あ た り ほ ぼ毎日行っ たI CT 1

割合は初期値よ り 大幅に 下が っ て い る 。令和 年度は コ ロ ナ2

対応に 追わ れ十分な 活用に 至ら な か っ た と 推察する 。学習用

端末やデ ジ タ ル テ レビ 等の 環境整備が 進ん で お り 、様々な 研

修機会を 通し効果的な の 活用の 取組みを すすめ て い く 。I CT  

学校教育課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： ％R1 5 0 .0  

： ％R7 9 0 .0  
％ 未達成3 3 .3   

 

  

0

2 0

4 0

6 0
8 0

10 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

0

2 0
4 0

6 0

8 0
10 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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主な取組み■  

③ ２ （１） 子ど もが夢を持っ て 学べる教育環境の整備- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 新時代の 学び を 支え る 

教育の 整備I CT  
令和２年度に児童生徒一人に 一台貸与し●

た ク ロ ームブ ッ ク と ク ラ ウ ド型授業支援アプ

リ で あ る ロ イロ ノ ー トを 活用した 授業を 推進

し て 、各個人の 習熟度に 応じ た 教科指導の

実施。 
【成果】 
授業に お け る 学習用パ ソコ ン の 使用状況に

つ い て （２学期）ア ン ケ ー トを と っ た と こ ろ 、

平均週１回以上の 頻度で 使用して い る 職員

が 、小学校で７割、中学校で は３割と 回答。 

少な く と も 週１回以上、学習用パ ソ コ ン●
を 使用した 授業改善に 取り 組む 職員の 割

合が十分でない 。 
そ こ で 、今年度は、 を 活用した 授業づI CT
く り を テ ー マ に した 初任者研修及び 研究

授業の 実施、動画教材  SD Gs  sch oo l
（ ）を 使用した 授業の 推進、プ ロ グ ラ ミJTB
ン グ教材（ラ イフ イズ ）を 使用した 授業の 推

進、ロ イロ ノー トの 授業推進に 向けた 研修

を 適宜発信に 取り 組む 。 

教育総務課●  
学校教育課●  

 

ⅱ こ ど も た ち が 自分の 命を 
大切に 考え 、すべ て の こ

ど も た ち が教育活動に 参

加で き る 環境の 整備 

平和学習や外部講師を 招い た命・人権・い●
じ め に 関する 学習の 実施。新型コ ロ ナウ イル

ス 感染症対策も 鑑みて 、不登校児童生徒に

対する 適応指導教室の 利用に 関して 、Ｉ ＣＴ

を 活用した リ モ ート利用を 実施 
 
【成果】い の ち の学習： 校、 未H2 7 -2 2 R3 -
実施 

各校の 教育目標に 照ら し合わ せて 、外●
部講師を 効果的に活用し事業を 実施して

き たが 、令和 年以降外部講師を 招聘し2
た い の ち の 学習は実施で き て い な い 。今

年度は、い の ち の 学習に つ い て の 外部講

師招聘予算はつ い て い ない た め 、特色の

あ る 学校づ く り に 向け て 学校が主体的に

独自の 取組みを 進め る よ う 、校長会、教頭

会を 通じ て 様々な学習が で き る よ う な 方

法を 検討してい く 。 

学校教育課●  

Ⅲ 文化財や昆虫を 題材に 学 
校と 連携した ア ク テ ィ ブ ・

ラ ー ニ ン グ （主体的・能動

的な学習）の 実施 

文化財を 活用した 教育プ ロ グ ラ ムや 、史●
跡新沢千塚古墳群や、橿原市出土資料を 活

用した 校外学習の 実施、博学連携企画展を

実施した 。 
【成果】奈良県立高田高等学校に おけ る 対話

型学習「陶宝見聞録」１回、奈良県立橿原高

等学校と の 博学連携企画展「弥生 を 科ART
Ⅱ学する ～弥生人の 見た も の ～」開催、校外

学習６校実施。 
 

小学校 年生はモ ンシロ チ ョ ウ 、 年生は● 3 5
メ ダ カ に 関する 学習指導要領に 沿っ た 出前

授業を 実施し た 。子ど も た ち に 生き 物の 命

の 大切さ や自然の 素晴ら し さ など に つ い て

学んで も ら っ た 。ま た 、次世代の 生物多様性

保全を 担っ てい く 子ど も たち に 、少しで も 環

境や自然に つ い て興味を 持っ て も ら う よ う

講義した 。       
【成果】 
出前授業実施校 
（モ ンシロ チ ョ ウ ） ： 校 校H2 7 4 4  R3 :12  
（メ ダ カ ） ： 校 校H 2 9 1  R3 :1  

新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症に よ る 行動●
制限の 中で、資料に触れる こ と 自体が リ ス

ク 管理上、行う べ き で な い と の 指針の も

と で 、活用の 内容が大き く 制限さ れた 。 
 

新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 動向を 注●
視しなが ら 、非接触で実施で き る プ ロ グ ラ

ムの 開発を 行う 必要があ る 。 
 
 

出前授業に つ い て は 、学校現場か ら の●
要望が多数あ り 、令和 年度は新型コ ロ3
ナ ウ イル ス感染防止対策を 行い なが ら 実

施した が 、飼育教材の 準備や出前講座で

職員が 出向く こ と に なり 、ま た 遠足シー ズ

ン でも あ る た め、館の 運営に 対して 人員不

足に 陥る こ と が あ っ た 。今後、飼育教材の

簡素化及び先生研修等で出前授業での 職

員の 負担を 減ら すよ う 検討して い く 。  

文化財保存活●
用課 
 
 
 
 
 
 
 
 

昆虫館●  

（単位は年度） 
基本目標３ 重点施策 審議会意見- 2   
委員評価 
（人） 

A B C D  
1  7  6  1  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・取組みの内容や方向性は正しいが 、効果は不十分に 感じ る 。教育を 取り 巻く 環境の 変化の 速度はすさ ま じ い が 、そ れに根気強

く 対応しながら 継続して 取り 組んで ほしい 。 
・実績値は芳しく ない が 、今後のウ ィ ズ コ ロ ナを 見据えた 課題対応へ の 取組みに 期待して と した 。B  
・具体的な取組みと して 、子ど も た ち の 主体性に 焦点を お い た 記載が さ れて い る 箇所にお い て 、子ど も た ち か ら の 発信等を 成

果と するの が適切と 考える が 、そ の観点か ら の成果記述がなか っ たた め と 評価した 。C  
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 ④基本目標 安心して健康に暮ら せるま ちづ く り  
～安心・安全・健康を 支える コ ミ ュニ テ ィ 形成～ 

 

■施策体系 

 
 

数値目標（数値は年度で 月末日時点と する ）■ 3  

災害協定件数 市を 特徴づける キーワードに 「医療・健康」を 選んだ人の割合 

  

初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 件R1 3 8  

： 件R7 4 8  
件 達成4 0   

： ％H 3 0 5 8 .9  

： ％R7 6 2 .3  
そ の 他- %  

 

 

  

3 0

4 0

5 0

6 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

3 0

5 0

7 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

④ 安心して 健康に 暮ら せる ま ち づ く り  

④ １ 地域住民と 連携した ま ち づ く り を 進め ま す-   

④ １ １ 防災・防犯・交通安全に つ なが る 整備と コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の 推進- -   

④ ２ １ 先進技術を 活用した 健康増進の ま ち づ く り- -   

＜基本目標＞ 

＜重点施策（基本的方向）＞ 

＜主な取組み＞ 

④ ２ 奈良県立医科大学と 連携した ま ち づ く り を 進め ま す-   

④ ２ ２ ス ポ ー ツ ・軽運動を 通じ た 心身の 健康増進の 推進- -   
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総合分析■  

基本目標４ 総合分析  

安心して 健康に 暮ら せる ま ち づ く り の た め 、そ の 重要施策（基本的方向）の 一つ と し て 、地域住民と 連携した

ま ち づ く り を 進め て お り 、主な 取組み と し て は 防災・防犯・交通安全に つ な が る 整備と コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の 推

進で あ る 。市の 空家等に 関す る 対策を 総合的か つ 計画的に 実施する た め に 策定した 空家等対策計画に 基づ き 、

空家等の 発生予防、適正管理や再生利活用を 進め て お り 、令和３年度は 住宅・建築物相談会や空家等相談会の

公募、空家等対策プ ラ ッ トホ ー ム 関係団体会議を 開催した 。今後は 、よ り ス ピ ー ド感を 持っ た 連携に 向け て 、専

門家団体と の 相談体制の 整備検討を 行う 。 

自助や 共助の 重要性を 学ぶ 機会の 一つ と し て 、防災講座や 出前講座に よ る 防災知識の 啓発を 行っ て い る

が 、令和３年度の か しはら 安心パー ク 利用率は 新型コ ロ ナ ウ イル ス の 影響も あ り 元年度に 比べ て 低下した 。今後

は 令和３年度に 更新した 洪水ハザ ー ドマ ッ プ を 活用する など 講座内容の 見直しを 行い 、施設利用率の 向上を 目

指す。 

も う 一つ の 重要施策（基本的方向）と し て は 、奈良県立医科大学と 連携した ま ち づ く り を 進め て お り 、主な 取

組み で あ る 先進技術を 活用した 健康増進の ま ち づ く り に つ い て は 、以前よ り 奈良県立医科大学附属病院周辺

に 近鉄橿原線新駅を 建設する 計画を 奈良県・市・近鉄の 三者で 協議して お り 、令和３年度は 新駅整備等に 伴う

ま ち づ く り の 効果検証を 行っ た 。今後は 効果検証結果に 基づ き 引き 続き 協議を 進め る 。ス ポ ー ツ ・軽運動を 通

じ た 心身の 健康増進の 推進に つ い て は 、関係課で 市民の 健康づ く り ・健康増進を 図る 取組みを 推進して い る

が 、奈良県立医科大学と の 連携に つ い て は十分に 行う こ と が で き て お ら ず 、今後事業を 計画し進め て い く 必要

が あ る 。 

 

基本目標４ 審議会意見  

・奈良県立医科大学と 連携した 健康教室は コ ロ ナ 禍に お い て こ そ 重要だ と 考え ら れる の で 、取組みが 低調で あ

る こ と に 少し疑問を 感じ る 。 

・健康的な 生活習慣づ く り に 対す る 意識の 醸成に 向け て 、各家庭に お い て 取り 組む こ と が で き る よ う な 、食生

活に 関する 施策が も う 少しあ っ て も い い の で は ない か 。 

・奈良県立医科大学と の 連携に つ い て は 、地域住民が 健康づ く り の た め に 活用で き る よ う な開か れた キ ャ ン パ

ス と な る こ と を 期待す る 。橿原市と し て 連携の 方向性を 固め た う え で 、目指す姿の 実現に 向け た 強力な 味方に

な っ て も ら え る よ う 、早期か ら 協議・連携して も ら い た い 。ま た 、連携して 取り 組む 事業に つ い て は 、継続して 実

現可能なも の に すべ き で あ る と 考え る 。 

・奈良県立医科大学を 活用した ま ち づ く り は 、橿原市の 将来を 担う 重大なプ ロ ジ ェ ク トで あ る 。全国の 自治体に

お い て 大学と 連携した 施策が 進め ら れて い る 中で 、国の 支援メ ニ ュ ー も 充実して い る の で 、橿原市全体が 一丸

と な っ て 取り 組む と と も に 、県と の 連携も よ り 密に 行っ て い く 必要が あ る 。 

・行政と 市民の 連携が 不十分。行政の 事業内容が も う 少し明確に 市民に 伝わ る よ う に 発信する 、そ し て 市民の

声が 行政に 届き やすい よ う に し て も ら い た い 。 

・支援制度を 活用し、よ り よ い 地域づ く り を 図り た い と 思う 住民や コ ミ ュ ニ テ ィ を 醸成して い く 必要が あ る 。 
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④ ‐重点施策（基本的方向）１ 地域住民と 連携した ま ちづ く り を進めますi.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

安心パーク利用率（土・日・祝日における訓練・講座） 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

令和元年度に 比べ 、実績と して 約 ％下が っ て い る が 、コ ロ10

ナ ウ イル ス の 影響に よ り 団体で の 利用率が 低下した こ と が 考

え ら れる 。今後は 予想さ れる 未曾有の 災害に 備え 、講座の 内

容の 見直し 、自主防災会等へ の 安心パ ー ク 利用の 周知を 図

り 、利用率の 向上を 図る 。 

危機管理課●  

初期値 

目指す値  
実績値 進捗状況R3   

： ％R1 2 7 .7  

： ％R7 4 0 .0  
％ 未達成17   

 

主な取組み■  
④ １ （１） 防災・防犯・交通安全につ ながる整備と コ ミ ュニ テ ィ づ く り の推進- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 空家等の 発生予防、早期 

発見によ る 適正管理の 促

進と 再生利活用に よ る 地

域活性化の 実施 

派遣ア ドバ イザ ー に よ る 住宅･建築物相●
談会並びに 空家等相談会を 毎月各 回公1
募し、全て の 申込者への 対応がで き た 。 
【成果】 
住宅・建築物相談会： 回4  
空家等相談会： 回8  
 
 
 

流通困難な空家等を 対象と し 、各種専●
門家団体と 協力し、流通の サポ ートを 行う

空家等対策プ ラ ッ トホ ー ム関係団体会議

を 開催でき た 。 
【成果】 
関係団体会議： 回1  
相談案件数： 件4  
 

空家等を 利活用し地域の コ ミ ュ ニ テ ィ 施●
設等と して 再生を 行う 改修工事の 事業選

考を 行い 、空家等利活用再生補助金を 交

付し、地域活性化に繋げた 。 
【成果】 
補助金： 件（ 万円）1 6 0 0  

コ ミ ュ ニ テ ィ ﾌﾞ ｯｸｶﾌｪ    &  

各相談会で の 対応に よ り 、解決に 繋が●
る 案件だ け で はなく 、空家等対策プ ラ ッ ト

ホ ー ムの 活用など ス ピ ー ド感を 持っ た 連

携が課題で あ る 。対応方針と して 、関係団

体会議の 開催に よ ら ず 、案件に よ り 構成

する 専門家団体の 一部に 意見を 求め る こ

と が 可能と で き る よ う 相談体制の 整備を

検討する 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行の 地域活性化を 目的と した 空家等●
利活用再生補助金制度は、手続き や選考

等が複雑で あ る 。対応方針と して 、空家等

利活用に 加え空家等の 解消に 繋げ る 有効

な施策を 検討する 。  

住宅政策課●  

ⅱ 通学路を 中心と した 路側 
帯や交差点等の カ ラ ー リ

ン グ に よ る 路面表示 

通学路交通安全プ ロ グ ラ ムと して 、教育●
委員会、警察、学校関係者、道路管理者等

で 合同点検を 実施。 
【成果】 
八木中学校区を 点検し 、交差点カ ラ ー 化

や路面標示など 箇所を 整備。2 5  

交通量の 増加に 伴う 損傷、経年劣化な●
ど に よ り 維持改善が必要な個所が多く な

っ て い る 。関係機関と 連携の 上、そ れら の

状態を 適切に 把握し、計画的か つ 効率的

に保全する 必要があ る 。 
 

建設管理課●  
 
 
 
 
 

0
10
2 0
3 0
4 0
5 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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通学路を 中心と した 路側帯や交差点等●

の カ ラ ー リ ン グ に よ る 路面表示を 行う こ

と で 、児童生徒が 登下校で 通行する 道路

の 注意喚起や歩行者や自転車利用の 安全

対策の整備が図れた  
【成果】 か所の カ ラ ーリ ング実施3 4  

 
市単独で はな く 、自治会や 、学校● PTA

等多方面か ら の 情報収集に 努め る 。要対

応箇所の 適切な 把握・交通量や幅員等か

ら 危険度の 判定を 迅速に 行い 、路側帯の

新設・修繕と い っ た 設備面の みなら ず 、横

断時に は挙手を する ・危険箇所で の 適切

な通行方法と い っ た 安全指導も 併せて 行

っ て い く 必要がある 。 

 
学校教育課●  

Ⅲ 防災講座や出前講座に よ 
る 防災知識の 啓発 

自主防災会等に 対し講座を 行い 、防災●
に 対する 、技能や知識を 身に つ け る こ と

で 、自助・共助の 重要性を 学ぶ 機会及び地

域での 連携強化の き っ か けを 提供する 。 
【成果】 
安心パー ク防災講座： 回R3 -3 6  
出前講座（防災）： 回R3 - 0  

こ れま で行っ て き た 講座に 加え、防災に●
対する 新た な技能や知識、重要性を 学ぶ

機会を 提供で き る よ う に講座内容の 見直

しを 行い 、利用率の 向上を 図っ てい く 。 
コ ロ ナの 感染状況にも よ る が 、地域と も●

協力の う え感染対策を 万全に し 、少しで も

多く の 出前講座の 開催を 目指す。 

危機管理課●  

（単位は年度） 

 
基本目標４ 重点施策 審議会意見- 1  
委員評価 
（人） 

A B C D  
4  8  3  0  

評 価基準等コ

メ ン ト 

・報告書全体を 見る と が施策を 部分的にしか表してい ない 項目があ る よ う に 感じる が 、こ の 重点施策に お い てはそれ以外KPI
の 取組みも 記載さ れて お り 、そ の 点が評価で き る 。 
・ は未達成で ある が 、具体的な取組みは進め ら れて い る た め と 評価した 。今後も 継続が大切で あ る と 考える 。KPI B  
・体感と して交通面の 安全性は向上してい る ため と した が 、事故率など 、取組みの 結果が分か る 具体的な数字があればなおA
効果が分か り やすい 。 
・補助金を 交付し地域活性化に繋げた 実績は認めら れる が ，相談会や防災講座の 開催が具体的な取組みにど う 繋が っ たの か と

い う 点が分か り に く く 感じ たた め、 と 評価した 。B  
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④ ‐重点施策（基本的方向）２ 奈良県立医科大学と 連携したま ちづ く り を進めますii.   
 

重要業績評価指標（ ）（数値は年度で 月末日時点と する ）■ KPI 3  

奈良県立医科大学と の連携に よ る健康教室の参加人数 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症拡大の た め 令和 年度は 「健康か2

しは ら 講座」の 教室開催を 見合わ せた 。新型コ ロ ナ ウ イル2 1

ス感染症終息が 見込め ない 中、令和 年度よ り 教室を 廃止と3

した 。 

健康増進課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 人R1 3 17  

： 人R7 6 3 0  
人 実績なし0   

市主催スポーツイベン トの参加者数 

 

指標の 動き 及び 進捗状況の 分析  

新型コ ロ ナ ウ イル ス 感染症拡大防止の た め 、市民体育大会競

技別ス ポ ー ツ 大会の 一部や 畝傍山一円ク ロ ス カ ン トリ ー 大会

など の 大規模イベ ン トを 中止した 。一方、飛鳥 ２リ レ ーRUN×

マ ラ ソン など 一部は オ ン ラ イン 形式で 実施した 。予定ど お り 実

施した イベ ン トの 参加者数に つ い て も 、新型コ ロ ナ ウ イル ス 感

染症の 影響で 例年と 比較して 少ない 傾向に あ っ た 。 

ス ポ ー ツ 推進課●  

初期値 

目指す値 
実績値 進捗状況R3   

： 人R1 11,0 2 1  

： 人R7 13 ,2 0 0  
人 未達成5 ,5 5 9   

 

主な取組み■   
④ ２ （１） 先進技術を 活用した 健康増進のまちづ く り- -   

具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    
ⅰ 医大の 知見を 取り 入れた 

ま ち づ く り の 推進 
附属病院周辺地区に お い て 、奈良県、近●

鉄、橿原市の協議を 実施し、新駅設置も 含め

た 健康増進拠点の 検討を 行っ た 。 
【成果】 
新駅整備等に伴う ま ち づ く り の 効果検証（経

済、駅利用者、地域へ の影響の 観点） 

ま ち づ く り 効果検証結果を 基に 奈良●
県、近鉄、橿原市の 協議を 進め る 。ま た 、

「橿原キャ ン パ ス タ ウ ン 」の 形成に向け て 、

附属病院周辺及び新キ ャン パ ス周辺も 含

め た 医大周辺地区全体の ま ち づ く り 基本

構想の 策定を 目指す。 

市街地整備課●  

④ ２ （２） ス ポーツ ・軽運動を 通じた心身の健康増進の推進- -   
具体的な取組み 取組み状況及び成果（ ） 課題及び対応 担当課  R3    

ⅰ 健康増進・心身形成・病 
気予防につ なが る スポ ー

ツ や軽運動の 機会形成 

年齢、性別、障がい の 有無を 問わず 、市民●
の 誰も が ス ポ ―ツ に 関わ る こ と が で き る よ

う 、主に ニ ュ ース ポ ー ツ を 普及・指導する 「ス

コ ロ ナ 禍に お い て 、活動を 控えて い た●
高齢者など が当派遣事業を 通して 、運動

する き っ か け と な り 、健康増進・病気予防

ス ポ ー ツ 推進●
課 

0
10 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
8 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績

5 0 0 0

10 0 0 0

15 0 0 0

2 0 0 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 実績
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ポ ーツ 推進委員派遣事業」を 行っ た 。 
【成果】 

派遣事業： 件R3 10  

等に 一定の 効果があ っ た 。ま た 、幼稚園へ

の 一輪車指導や学童保育へ の 派遣な ど 、

年齢層も 幅が広が っ た 。 
一方で 、奈良県立医科大学と の 連携に つ

い て は事業を 計画して い る 段階で 、今後

進め てい く 必要がある 。 
ⅱ 地域の 健康づ く り 活動の 

支援 
健康的な生活習慣づ く り

に 向けた意識啓発 

新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 感染拡大の●
た め 、対面で の 啓発の 機会は減少した が 、ホ

ー ムペ ー ジな ど を 活用し 、啓発を 行っ て い

る 。 
【成果】コ ロ ナ禍の 運動の 実践や健康的なレ

シピ の 配信など を 継続的に行えた 。レシピ の

配信は１回３～４つ の レシピ を 毎月（ 回）12
配信した 。ホ ームペー ジなど を 閲覧した 人が

運動や食事の 健康づ く り に 取り 組む こ と で 、

健康的な生活習慣を 身につ け る こ と が で き

る 。 

今後も ホ ー ムペ ー ジな ど の 活用を 継続●
し 、啓発してい く と と も に 、啓発の 場面、場

所を 検討してい く 必要があ る 。 
ホ ー ムペ ージなど を 活用した 啓発だ け●

で は 、市民に ど れく ら い 意識啓発で き て

い る か 、効果があ っ た か 評価し づ ら い 部

分が あ る の が 課題で あ り 、以前の よ う な

対面で の 啓発も 取り 入れなが ら 効果的な

啓発を 実施してい く こ と が課題で ある  

健康増進課●  

（単位は年度） 

  

基本目標４ 重点施策 審議会意見- 2   
委員評価 
（人） 

A B C D  
１ 7  5  2  

評価基準等 
コ メ ン ト 

・新型コ ロ ナウ イル ス感染症の 感染拡大に よ る 人流制限の 影響が大き い 分野であ り 、そ の中で 様々な取組みの 努力を 続けて い

る こ と がう か が える が 、 で は実績なし と 未達成の 結果と なっ たた め 、 と した 。KPI C  
・コ ロ ナ渦に おい ても 、で き る 範囲で ス ポー ツ推進に取り 組んで い る 姿勢は評価でき る が 、医大と の 連携につ い ては 「県や近鉄

と 協議を 実施した 」と な っ て い る た め、こ れが「医大の 知見を 取り 入れた ま ち づ く り 」と 繋が る か ど う か と い う 点で 評価が難し

い 。 
②・ホ ームペー ジ など を 活用した 啓発も 重要と 考える が ，単方向の 発信にな り ，成果の 確認が難しい 。 に ある よ う -2 - ( 1) - iv

に 、フ ォ ロ ワ ーや再生回数など が測れる 発信も 検討すべ き で はない か 。 
・コ ロ ナ 禍の 影響でを 受けて成果につ なが り き れて いない が 、取り 組みと して は継続して努力を して ほしい 。 
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交付金等活用状況6 .  

 新型コロ ナウ イルス感染症対応地方創生臨時交付金 

新型コ ロ ナ ウ イル ス感染症の 感染拡大を 防止する と と も に 、感染拡大の 影響を 受け て い る 地域経済や住民生活

を 支援し地方創生を 図る た め に 必要な 事業  

 

【令和３年度 新型コ ロ ナウ イル ス感染症対応地方創生臨時交付金事業の 実施状況報告】  

事業の名称 実施内容  
総事業費

（円） 
実績 

事業実施によ る効果・

評価 
担当課 

か しは ら マ イナン バ

ー商品券事業 

新型コ ロ ナウイル ス感染症の 影響

を 受けて いる 市内の 小売店、飲食

店等に 対する 需要喚起策と して 、

ま た行政手続き の オ ン ラ イン 化の

推進策と して 、マ イナン バー カ ー

ドを 保有も しく は申請する市民に

対して 商品券を 配布し、市内産業

の活性化を 図る 。 

2 5 5 ,18 9 ,17 5  
マ イナン バー カ ード交付枚数  

枚7 0 ,0 2 5  

事業の成果目標と して 設定した

交付枚数には届かなか っ た こ と

から 、効果と して は不十分であ

る 。事業実施を 通じ て マイナ ン

バー カ ードが 市民に普及したこ

と によ り 、行政手続き の オ ン ラ

イン化に 一定程度は貢献したも

の と 思われる 。 

企画政策課 

新型コ ロ ナウ イルス

感染拡大防止事業

①  

感染予防対策物品を 一括調達し、

庁内各部署及び 各施設に配布し

感染及び 感染拡大の 防止を 行う 。 

2 ,12 7 ,3 0 0  

消毒液 、透明ビ ニ3 ,0 0 0 ℓ

ー ルシート 本等を 購入し10

庁内各部署へ配布 

各施設に不足してい た 感染対

策消耗品・備品数の 補充を 達成

でき た こ と で 、感染拡大の 防止

の 効果が 見込ま れる 。 

資産経営課 

今井地域活性化事

業 

新型コ ロ ナウイル ス感染症の 拡大

が長期化し、市内観光関連産業が

多大なる影響を 受け てい る 為、今

井町で 増加して い る飲食店や町

の魅力を 活か して 、音楽や講演等

のイベ ントの 実施や 、着地型商品

を 造成する こ と で、市内観光関連

産業の に ぎ わい の 回復を 図る 。 

2 ,2 0 3 ,2 8 3  

今井小学校児童によ る 「春」

を テ ー マに したイラ ス トの

公開We b  

今井町内の 風景を 記載した

ポ ス トカ ードの作成 

枚2 0 ,0 0 0  

集客イベン トの 中核を 担っ てい

た今井町内の 各事業者によ る

「春」を テ ー マ にした創作料理の

提供は、新型コ ロ ナウ イル ス の

拡大に伴い 中止せざ る を 得な

かっ た が、作成した ポ ス トカ ー

ドにつ い ては今井町内の各店

舗にお い て来店いた だ い た方

に今井町へ の来訪記念と して

配布し、好評を い た だ い てい

る 。 

観光政策課 

宿泊客誘致促進事

①業  

新型コ ロ ナウイル ス感染症の 拡大

が長期化し、市内観光関連産業に

多大なる影響を あ た えてい る為、

令和 年度に 引き 続き 、宿泊ク2

ーポ ンの 発行を 行い 、宿泊客の 回

復に つなげ る 。 

19 ,2 6 4 ,0 0 0  

宿泊クー ポン 配布総数 

枚2 ,5 9 3  

（内訳） 

円 枚1,0 0 0 × 5 7 6  

円 枚4 ,0 0 0 × 5 0 1  

円 枚7 ,0 0 0 × 1,5 16  

コ ロ ナ 禍で 旅行者が 減少する

中、市内宿泊者数が 前年か ら増

加してい る た め、事業効果はあ

っ た と 言える 。 

⇒人（ ）112 ,2 2 5 R2

人（ ）119 ,0 8 3 R3  

観光政策課 

観光トイレ整備事業

①  

市内観光トイレに 、非接触型照明

を 導入する こ と によ り 、新型コ ロ

ナウイル ス感染症等の 主な感染

原因と さ れる 設備への 接触を 大

幅に 低減さ せ 、一層の 感染症対

策を 推し進め る と 共に来訪者が

安心して利用で き る トイレを 提供

する。 

1,6 11,5 0 0  

壁面設置型接触ス イッ チか ら

人感セン サー型ス イッ チへ の

取り 換え  

橿原第 トイレ： ヶ 所1 2 5  

今井ま ち なみ交流セン タ ー 屋

外トイレ： ヶ所5  

新型コ ロ ナウ イル ス感染症等の

主な感染原因と さ れる設備へ

の 接触を 低減さ せた結果、当該

施設にお ける ク ラ ス タ ーの発生

報告は受けて い ない 。 

観光政策課 
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図書館資料充実事

①業  

新型コ ロ ナウイル ス感染症拡大に

よ り 家庭で過ご すこ と が 多く な っ

た市民に対し、在宅時間を 豊か な

も の と す る た め、新しい 本を 購入

し提供する こ と で、読書環境を 充

実さ せる 。併せて 、増書に対し必

要な経費を 計上する 。 

8 ,9 8 3 ,6 4 4  

（購入物件） 

図書：一般書 冊、児 3 ,6 8 7

童書 冊 6 4 0  

書誌デ ータ作成： 件4 ,3 2 7  

図書整理用消耗品（バー コ ー

ド型 タ グ ）： 枚IC 4 ,3 2 7  

新刊図書が 多数購入でき た こ

と によ り 、コ ロ ナ禍にお い て家

庭で過ご す時間が 増加した 利

用者の ニー ズに 応える こ と がで

き た 。 

人権・地域教

育課 

高齢者移動支援事

業 

高齢者の 感染予防策お よ び 外出

支援策と して 、新型コ ロ ナウ イル

ス ワ クチン 接種の 会場等ま で の

交通手段につ い て 、高齢者の タ ク

シー利用に対する支援を 行う 。 

2 7 ,5 2 5 ,0 0 0  

枚 円分の タ ク シー券1 5 0 0

を 配布し、タ ク シーの 利用料

の 支援を 行う 。 

発行枚数： 枚14 5 ,3 0 4  

使用枚数： 枚5 5 ,0 5 0  

タ ク シー 券の利用率は ％未4 0

満であ り 、需要はさ ほど 無かっ

た こ と が 分か る 。感染予防策及

び 外出支援策と して の 効果は

低か っ た 。 

福祉総務課 

新生児特別定額給

付金支給事業 

令和 年 月 日か ら令和2 4 2 8 3

年 月 日ま でに 出生した 者を4 1

養育する者の う ち 、一定の 要件に

該当する者に 対し経済的な支援

を 行い 、コ ロ ナ禍で感染症対応を

行う 子育て家庭等にお ける 生活

安定に 寄与する 。 

5 0 0 ,0 0 0  
４月 日生ま れの 新生児５人1

円× 10 0 ,0 0 0  

同級生の 新生児すべ てに 平等

に支給する こ と が 出来た。 
こ ど も未来課 

保育対策事業費補

助金 

（新型コ ロ ナウ イル

ス感染症対策支援

事業） 

感染拡大防止の ため 、コ ロ ナ対策

の備品・消耗品を 購入する 。私立

園に 対しては 、コ ロ ナ対策に 要し

た費用を 補助する 。 

9 ,14 5 ,2 9 2  

使い 捨て手袋、消毒用アル コ

ー ル、マス ク、ハン ドソープ 、

ペ ーパ ータ オル 、タ イロ ン 袋、

ア ク リ ル 板、ご み箱等の 保健

衛生用品及び ワ イドテ ーブ

ル 、ス ピ ーカ ー フ ォ ン等の 備

品を 購入 

各施設に不足してい た 感染対

策消耗品・備品数を 補充で き た

こ と で 、感染拡大の 防止の効果

が 見込ま れる 。 

こ ど も未来課 

教育支援体制整備

事業費交付金 

（幼稚園の 感染症

対策支援） 

感染拡大防止の ため 、消毒等に

従事する保育補助員を 雇用する 。 
3 ,8 12 ,6 9 8  

使い 捨て手袋、消毒用アル コ

ー ル、マス ク、ハン ドソープ 、

ペ ーパ ータ オル 、タ イロ ン 袋、

ア ク リ ル 板、ご み箱等の 保健

衛生用品を 購入 

各施設に不足してい た 感染対

策消耗品・備品数を 補充で き た

こ と で 、感染拡大の 防止の効果

が 見込ま れる 。 

こ ど も未来課 

子ど も ・子育て支援

交付金 

感染拡大防止の ため 、コ ロ ナ対策

の備品・消耗品を 購入する 。私立

園に 対しては 、コ ロ ナ対策に 要し

た費用を 補助する  

1,0 5 2 ,3 15  

物品・消耗品購入費と して 私

立保育園２施設及び 病児保

育施設 施設へ補助金を 支1
給した  

各施設に不足してい た 感染対

策消耗品・備品数を 補充で き た

こ と で 、感染拡大の 防止の効果

が 見込ま れる 。 

こ ど も未来課 

こ ど も園ＩＣＴ化推

進事業 

公立こ ど も園で の業務の 効率化

及び 保護者と の 接触の機会を 削

減し感染拡大防止を 図る  
3 3 ,4 7 7 ,5 18  

無線 を 設置し、保育業LAN

務支援シス テ ムを 導入した 。

併せて、タ ブ レッ ト用充電保

管庫及び タ ブ レッ トセキ ュリ

テ ィ ワ イヤーキ ーを 購入 

業務の効率化及び 保護者と の

接触の機会を 削減し感染拡大

防止を 図る こ と が でき た  
こ ど も未来課 

保育対策事業費補

助金 

（保育所等業務効

率化推進事業（保

育所等におけ る

化推進等事I CT

業）） 

公立こ ど も園で の業務の 効率化

及び 保護者と の 接触の機会を 削

減し感染拡大防止を 図る  

3 ,0 0 0 ,0 0 0  

無線 を 設置し、保育業LAN

務支援シス テ ムを 導入した 。

併せて、タ ブ レッ ト用充電保

管庫及び タ ブ レッ トセキ ュリ

テ ィ ワ イヤーキ ーを 購入 

業務の効率化及び 保護者と の

接触の機会を 削減し感染拡大

防止を 図る こ と が でき た  

こ ど も未来課 
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教育支援体制整備

事業費交付金 

（幼稚園の 環I CT

境整備支援） 

ポス トコ ロ ナに向けた 教育の

化の 推進と して 、園務を 改ICT

善する ため 、 環境を 整備し、ICT

教職員の 事務負担の 軽減や教育

の質の 向上を 図る  

9 ,3 7 2 ,7 4 4  

市立幼稚園１０園に本庁舎と

同様の 庁内ＬＡＮシス テ ムを

整備した 。ま た 、園内各所に

ア ク セス ポイン トを 設置し、無

線ＬＡＮ化を 行っ た 。 

庁内共通シス テムに 接続したこ

と で 、オ フ ィ ス ソフ トで の代用や

書類の手渡しに よ る こ と な く オ

ンラ イン で業務を 完結する こ と

が でき る よ う に な っ た 。ま た 、

保育室等でイン タ ー ネッ トを 使

用する こ と が でき る よ う にな

り 、オ ン ラ イン研修の 充実や教

育への 映像コ ンテ ン ツ等の利

用、保育シス テムへの 利用が可

能にな っ た 。こ れに よ り 、教職

員の 事務負担を 軽減し、教育の

充実を 図る こ と が でき た 。 

教育総務課 

園務改善の た めの

シス テ ム利用機器

購入 

新型コ ロ ナウイル ス感染症によ る

危機を 契機に、幼稚園業務の デ ジ

タ ル化の 遅れによ り 、庁内及び 保

護者と の 連絡調整や情報共有が

不十分で ある 等の 課題が 見ら れ

た。こ の よ う な課題に対応する た

めＬＧＷＡＮ網に 接続し、庁内共通

シス テムを 使用する こ と で敏速か

つ密な情報ネッ トワ ー ク を 築く と

と も に 、業務の 効率化・統一化を

実現する こ と で教職員の 事務負

担の 軽減や教育の 質の 向上を 実

現する ため の パ ソコ ンを 整備す

る 。 

3 ,9 5 9 ,9 5 6  

パ ソコ ン２３台を 購入し、市

立幼稚園１０園に追加配備し

た 。 

内部系事務を 行う 教職員に１人

１台のパ ソコ ン を 配備した 。庁

内ＬＡＮシス テ ムへ の 接続と 相ま

っ て 、教職員の 事務負担を 軽減

し、教育の充実を 図る こ と が で

き た 。 

教育総務課 

教育支援体制整備

事業費交付金 

（幼稚園の 感染症

対策支援） 

感染症対策を 実施する た め の(1)

物品の 購入、連絡手段を 確保する

ため の 携帯電話の 購入等によ り

園児を 安心して育てる こ と の で

き る 体制を 整備する 。 

感染症対策によ り 情緒が 不(2 )

安定と なる園児が 発生し、教職員

の業務量が 増加してい る こ と へ

の対応と して 、接触を 最小限にし

なが ら 療育担当課の 専門職員の

支援を 受ける た め、オ ンラ イン に

よ る園児の 様子の 確認や面談に

必要な電子機器を 整備する 。 

5 ,3 0 6 ,2 2 5  

⑴ 各園１台ずつ の携帯電話を

整備した。飛沫防止用パー テ

ー ショ ンを ２００セ ッ ト購入し

た 。 

⑵ 各園に １セッ トずつ の 大型

デ ィ ス プ レイ、広角カ メ ラ 付

き ス ピ ー カ ーフ ォン を 配備し

た 。 

⑴ 陽性者等が 発生した場合に

備え、保護者や関係機関等と の

連絡体制を 強化する こ と が でき

た 。飲食時等の 飛沫感染防止を

徹底する こ と がで き た 。 

⑵ 大型デ ィ ス プ レイ、広角カ メ

ラ を ネッ トワ ーク接続する こ と

で、療育担当課が 実地訪問を せ

ずと も オン ラ イン 上で 面談を 行

っ た り 、園児の 様子を 観察した

り する こ と の で き る体制を 整備

する こ と が でき た 。 

教育総務課 

学校保健特別対策

事業費補助金 

（感染症対策等の

学校教育活動継続

支援事業） 

感染症対策等の 徹底及び 児童生

徒の 学習保障を する こ と に よ り 、

学校教育活動の 円滑な運営を 行

う  

3 0 ,0 2 2 ,9 6 8  

各学校で 使用する た めの 消

毒液、ハンドソ ープ 等の 保健

衛生用品や児童生徒間の 密

を 避けなが ら授業を 継続す

る ため に必要な教具、オン ラ

イン 学習等に対応する た め の

ＩＣＴ機器を 購入した 。 

感染症対策用品を 整備した こ と

によ り 、学校にお ける 感染拡大

の 防止に寄与し、再度の臨時休

業を する こ と な く 学校活動を 実

施する こ と が でき た 。 

教育総務課 
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立学校情報機器整

備費補助金 

（ ス ク ー ルサGI GA

ポ ータ ー 配置支援

事業） 

新型コ ロ ナによ る臨時休校等の

期間に お いて も 、 ス クー ルGI GA

構想に て導入した端末で 、家庭で

のオ ン ラ イン学習が でき る よ う

ス ク ール サポ ータ によ る ヘGI GA

ルプ デス ク等の 支援を 行う 。 

6 ,3 2 4 ,0 0 0  

ス ク ール サポ ータ によGI GA

る ヘルプ デ ス ク支援、モ バ イ

ル デ バイス運用管理、ア カ ウ

ン ト情報メ ン テ ナンス支援 

ヘルプ デ ス ク支援によ り 、家庭

での オ ン ラ イン学習時の 保護者

から の 問合せ対応が で き た 。 

ま た 、モ バ イル デバ イス運用管

理およ び アカ ウ ン ト情報メ ンテ

ナン ス支援によ り 、オン ラ イン学

習に必要と なる アプ リ ケーショ

ンの 管理や各種ア カ ウ ン ト登

録・更新を 行う こ と で 、オ ン ラ イ

ン学習が 実施でき た 。 

学校教育課 

チ ャ ッ トボッ ト調AI

達事業 

本市庁内にお い て 、対人によ る 問

い合わせを 削減し新型コ ロ ナウ イ

ルス感染防止を 図る こ と を 目的

と する 。ま た 、簡易な問い 合わせ

を 削減する こ と で、他業務へ の 注

力を 可能にし、業務の 効率化を 図

る 。 

8 ,4 5 9 ,0 0 0  

直近の 令和 年 月実績で4 5

は 、登録済みの 質問へ の 回答

率は だ っ た 。質問の 対8 6 %

応範囲は、今後も広げ てい く

必要が ある 。 

実績欄の 回答率は、 件の入4 9

力に対し、 件に正答してい4 2
る も の で ある 。 

電話等で の 問い 合わせ 件あ1

た り 約 分拘束さ れる と する3

と 、ひ と 月に 分 件3 *4 2

分の削減効果が 得られ= 12 4

てい る 。 

人事課 

橿原市時短要請協

力金事業（ ～5 / 1

）5 / 11  

感染拡大防止に協力い ただ い た

事業者を 支援する た め、奈良県緊

急対処措置に基づ く 県事業を 活

用し、午後 時ま で の 営業時間8

短縮要請に協力した飲食店等に

時短協力金を 支給 

15 4 ,4 0 7 ,6 4 0  

合計 事業者 5 0 9  

円15 4 ,10 0 ,0 0 0
円 事業者2 0 ,0 0 0 …3 14

（ 日3 ,10 8  6 2 ,16 0 ,0 0 0

円） 円 事業4 0 ,0 0 0 …12 1

者（ 日1,19 0  

円）4 7 ,6 0 0 ,0 0 0 6 0 ,0 0 0

円 事業者（ 日… 7 4   7 3 9  

円）4 4 ,3 4 0 ,0 0 0  

市内の 店舗以上の飲食5 0 0

店及びカ ラ オケ店にて時短営業

の 協力を して も ら っ た実績よ

り 、感染拡大防止の 一助と な っ

た 。 

地域振興課 

橿原市時短要請協

力金事業（ ～5 / 12

）5 / 3 1  

感染拡大防止に協力い ただ い た

事業者を 支援する た め、奈良県緊

急対処措置に基づ く 県事業を 活

用し、午後 時ま で の 営業時間8

短縮要請に協力した飲食店等に

時短協力金を 支給 

3 0 8 ,7 12 ,6 2 0  

合計 事業者 5 0 7  

円3 0 7 ,9 2 0 ,0 0 0  

円 事業者2 0 ,0 0 0 …3 14

（ 日6 ,2 5 6  

円）12 5 ,12 0 ,0 0 0  

円 事業者4 0 ,0 0 0 …12 1

（ 日2 ,4 10  9 6 ,4 0 0 ,0 0 0

円） 

円 事業者6 0 ,0 0 0 … 7 2

（ 日1,4 4 0  8 6 ,4 0 0 ,0 0 0
円） 

市内の 店舗以上の飲食5 0 0

店及びカ ラ オケ店にて時短営業

の 協力を して も ら っ た実績よ

り 、感染拡大防止の 一助と な っ

た 。 

地域振興課 

市スポー ツ施設管

理維持体制持続化

事業 

市スポ ーツ 施設にお ける徹底した

感染症予防対策及び 円滑な管理

運営を 行う に あた り 、指定管理者

に追加的に発生する経費を 負担

する。 

7 0 5 ,2 2 1 

感染予防対策用消耗品等購

入数量９３個 

ＤＭ発送関係費用１３９，２２

２円 

感染予防対策用消耗品等購入

数量は目標に満た なか っ た が、

実績分の 購入で 、市スポ ーツ 施

設の 徹底した 感染症予防対策

及び 円滑な管理運営を 行えた 。 

ス ポー ツ推進

課 

生理の 貧困対策事

業 

コ ロ ナ禍にお ける女性へ の 緊急

支援の 一環と して 、市内 校の2 3

小中学校に対し、生理用品 5 3 0

パッ ク 個入 を 生徒人数に 比( 2 2 )

して 配布 

7 4 ,9 9 5  

生理用品 パ ッ ク5 3 0

（ 枚分）を 購入11,6 6 0  

市内 校の 小中学校に 配2 3

布 

コ ロ ナ禍に よ る経済的困窮から

弱い 立場にある 小中学生を 生

理の 貧困から 守る こ と がで き

た 。 

人権政策課 

休日夜間応急診療

①所管理運営事業  

休日夜間応急診療所の 業務に従

事する医師等の万一の 感染に 備

え、傷害保険に 加入する 。 
3 ,8 9 1,9 2 0  

準記名式 医師 名、歯科( 7 1

医師 名、薬剤師 名、3 8 15

看護師 名、歯科衛生士13 6

名 傷害保険に加入した 。)  

傷害保険に加入したこ と で 医師

等が 安心して 感染症対応業務

に従事で き る 。 
健康増進課 

休日夜間応急診療

②所管理運営事業  

休日夜間応急診療所にお い て 、

感染対策と して発熱者と 非発熱

者を 分けて 診療を 行う 。 

5 2 6 ,9 0 9  

セコ ム改修、既設塀移設及び

備品等購入によ り 診療所内

室増設しゾー ニン グ を さ ら2

に 徹底した 。 

診療所内ゾー ニ ン グ を さ ら に徹

底した こ と で、感染拡大の 防止

の 効果が 見込ま れる 。 

健康増進課 
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令和３年度 子育て 

世帯へ の 臨時特別

給付（地方創生分）

事業 

一定の 要件に 該当する 者に対し、

経済的な支援を 行い 、コ ロ ナ禍で

感染症対応を 行う 子育て家庭等

にお ける生活の 安定に寄与する 。 

15 7 ,7 7 9 ,2 9 6  
対象児童約 人分の1,5 9 0

支給 

国の 施策と 併せて 、所得に関係

なく 橿原市民で 歳以下の児18

童を 扶養する 家庭に 平等に給

付金を 支給する こ と が 出来た。 

こ ど も未来課 

小中学校用業務支

援シス テム導入事

業 

コ ロ ナ感染防止策と して 接触機

会の 低減を 図る と と も に教育

化を 推進する た め 、名簿管ICT

理や保護者と の連絡等に 使用す

る業務支援シス テムを 導入し、学

校業務を デ ジタ ル化する こ と で、

教職員の 働き 方改革を 進める と

と も に保護者の 利便性を 高める 。 

8 ,6 13 ,0 0 0  

各学校にお い て 、ス マー トフ

ォ ン の アプ リ を 介した保護者

と の連絡や出席管理等を 行

う た めの 業務支援シス テ ムを

導入した 。これによ り 、約

名の 児童生徒の 保護9 ,0 0 0
者と ア プ リ を 介した 連絡を す

る こ と が 可能と な っ た 。 

プ リ ン トの 配布に よ り 行っ てい

た保護者へ の 連絡を アプ リ 化す

る こ と で接触感染の 機会を 減ら

すこ と がで き た 。ま た 、印刷や

電話連絡等の 事務負担を 軽減

する こ と によ り 、教職員の 働き

方改革を 進め る こ と が でき た 。

さ ら に 、授業開始後に保護者か

ら 欠席の 連絡が あっ た場合に

おい て も 、担任が 教室に いなが

ら 、そ の こ と を 把握する こ と が

でき る よ う に な っ た ほか、アプ

リ の機能に よ り 、新型コ ロ ナウ

イルス感染症に関する欠席であ

る の か 等を 逐次把握する こ と が

でき る よ う に な っ た 。 

教育総務課 

公立学校情報機器

整備費補助金 

学校か ら の遠隔学(

習機能の 強化事

業)  

感染拡大の よ う な事態が 生じ た

場合に お いて も学び の 継続を 確

保する こ と が で き る よ う に 、イン

タ ーネッ トを 介して 音声や映像を

配信し、円滑に 遠隔学習を 実施す

る た めの 機器を 購入する 。 

7 4 8 ,0 0 0  

遠隔学習用の ヘッ ドセッ トや

ス ピ ーカ ー マイク 、ＷＥＢカ メ

ラ を 購入した 。こ れによ り 、約

人の 児童生徒に対し9 ,0 0 0

て 、自宅にい る 場合で も オ ン

ラ イン で遠隔授業を 受け る こ

と ので き る体制を 整備する

こ と が でき た 。 

学習用端末に 内蔵の マイク では

周囲の雑音を 拾い 、ま た 、教員

が 端末の 側に い なけ ればなら

ない が 、ヘッ ドセッ ト等を 使用す

る こ と によ り教員の 声を ク リ ア

に拾う こ と が で き 、授業を しな

が ら 、併せて オン ラ イン配信を

する こ と が でき る よ う にな っ

た 。 

教育総務課 

電子黒板整備事業

①  

教員の 手元を 拡大表示等する こ

と によ り 児童生徒間の 密を 避け

る と と も に 、デジ タ ル教科書等の

使用に よ る教育の デ ジタ ル 化を

推進する ため の 電子黒板を 購入

する。 

15 ,7 13 ,2 8 0  
小中学校低学年を 含め、普通

教室へ の 配備率が １００％と

な っ た 。 

教員の手元の 拡大や指導者用

デジ タル教科書等を 使用し、児

童生徒間を 密を 避け なが ら教

育の デジ タ ル 化に 使用してい

る 。 

教育総務課 

幼稚園ＩＣＴ業務用

パソ コ ン 購入事業 

新型コ ロ ナウイル ス感染症によ る

危機を 契機に、幼稚園業務の デ ジ

タ ル化の 遅れによ り 、庁内及び 保

護者と の 連絡調整や情報共有が

不十分で ある 等の 課題が 見ら れ

た。こ の よ う な課題に対応する た

め、無線 に接続し、園舎内LAN

を 持ち運び ながら 業務支援シス

テム等を 使用する こ と で 敏速か

つ密な情報ネッ トワ ー ク を 築く と

と も に 、教職員の 事務負担の 軽減

や教育の質の 向上を 図る ため の

軽量パ ソコ ン を 整備する 。 

6 ,2 3 6 ,0 10  
市立幼稚園１０園に無線ＬＡＮ

接続用の パ ソコ ンを 購入し、Ｉ

ＣＴ環境を 整備した 。 

従来は園内に ＩＣＴ環境が な く 、

職員室に 戻ら なけ れば事務を

する こ と が でき なかっ た が、無

線ＬＡＮを 整備した こ と に 併せ

て無線ＬＡＮ接続用の パ ソコ ン

を 整備した こ と で 、保育室内で

事務を する こ と が 可能と な り 、

情報共有が 円滑と な っ た ほか、

オ ンラ イン 研修の 充実や教育へ

の 映像コ ンテ ン ツ 等の 利用、保

育シス テムへの 利用が 可能と な

り 、教職員の 事務負担を 軽減

し、教育の充実を 図る こ と が で

き た 。 

教育総務課 

抗ウイル ス コ ー テ ィ

ン グ業務 

新型コ ロ ナウイル ス の 感染防止対

策及び 職員の消毒作業の 負担を

軽減し、働き 方改革を 進め る た め

抗ウ イル ス コ ーテ ィ ン グ を 実施 

1,0 6 7 ,0 0 0  

新型コ ロ ナウ イルス の 感染防

止対策及び 職員の 消毒作業

の 負担を 軽減し、働き 方改革

を 進める ため 抗ウ イル スコ ー

テ ィ ン グ を 実施 

新型コ ロ ナウ イル ス の 感染防止

対策及び 職員の 消毒作業の 負

担が 軽減さ れた 。 

こ ど も発達支

援課 

宿泊事業者支援金 
新型コ ロ ナウイル ス感染症拡大の

影響に よ る観光需要の 著しい 落

ち込みに よ り 、深刻な影響を 受け

4 ,0 2 0 ,0 0 0  

支給した宿泊事業者数：12

業者 

支援金額 

宿泊事業者に 支援金を 交付し

たこ と によ り 、短期的な視点で

の 事業継続に は効果が あ っ た

観光政策課 
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てい る市内の 宿泊事業者の 事業

継続を 支援する 。 

円 件1,0 0 0 ,0 0 0 × 1  

円 件9 6 0 ,0 0 0 × 1  

円 件7 2 0 ,0 0 0 × 1  

円 件5 0 0 ,0 0 0 × 1  

円 件14 0 ,0 0 0 × 1  

円 件10 0 ,0 0 0 × 7   

と 考える 。 

令和３年度末事業継続事業者

数： 業者12  

橿原市事業継続支

援金事業 

コ ロ ナ関連融資を 受けた 中小企

業・小規模事業者の事業継続を 支

援する ため に 、支援金（利子・保証

料に 相当する分最大３０万円）を

支給する も の 。 

10 4 ,3 5 7 ,10 6  

合計 件（ 事業 5 0 7 4 9 8

者）に  

円を 交付10 2 ,8 6 8 ,0 0 0  

コ ロ ナ融資を 利用せざ る を 得な

かっ た事業者の 自己負担軽減

に繋が り 、事業継続の 一助と な

っ た 。 

地域振興課 

橿原市交通事業者

支援金交付事業 

新型コ ロ ナウイル ス感染拡大の 影

響に よ り 減収等の 影響の あっ た

橿原市内の 交通事業者に 対し、支

援金を 給付する こ と で、新型コ ロ

ナウイル ス感染症へ の 対策等の

事業継続に向けた 取組みを 支援

する。 

6 ,17 0 ,0 0 0  

支援金実績 

路線バス事業者（ 社）1
円1,8 0 0 ,0 0 0  

貸切バス事業者（ 社）計2  

円8 5 0 ,0 0 0  

タ ク シー事業者（ 社）計5

円3 ,5 2 0 ,0 0 0  

交付申請の基準日と した 令和

年 月 日時点の運輸局3 8 17

届出の事業用車両台数か ら比

較して 、令和 年 月 日時4 4 1

点で市内運行タ ク シー台数に変

わり が なか っ た こ と や、路線バ

スの 減便・減車が なか っ た か

ら 、コ ロ ナ 禍で の 公共交通事業

継続に必要と なる 各事業者の

感染症対策に 一定の 寄与がで

き た と 考えら れる 。 

ただ 、同様の比較で 貸切バス事

業者にお い ては登録車両の減

車が あり 、必ずしも必要十分な

支援がで き た と 言いき れない

と も考える 。 

都市計画課 

【協力要請推進枠】

橿原市時短要請協

力金事業（ ～5 / 1

）5 / 11  

奈良県緊急対処措置に基づ く 県

事業を 活用し、午後 時ま で の8

営業時間短縮要請に 協力した 飲

食店に 時短協力金を 支給 

15 4 ,10 0 ,0 0 0  

合計 事業者 5 0 9  

円15 4 ,10 0 ,0 0 0  

円 事業者2 0 ,0 0 0 …3 14
（ 日3 ,10 8  6 2 ,16 0 ,0 0 0

円） 

円 事業者4 0 ,0 0 0 …12 1

（ 日1,19 0  4 7 ,6 0 0 ,0 0 0

円） 

円 事業者6 0 ,0 0 0 … 7 4

（ 日  7 3 9  4 4 ,3 4 0 ,0 0 0

円） 

市内の 店舗以上の飲食5 0 0

店及びカ ラ オケ店にて時短営業

の 協力を して も ら っ た実績よ

り 、感染拡大防止の 一助と な っ

た 。 

地域振興課 

【協力要請推進枠】

橿原市時短要請協

力金事業（ ～5 / 12

）5 / 3 1  

奈良県緊急対処措置に基づ く 県

事業を 活用し、午後 時ま で の8

営業時間短縮要請に 協力した 飲

食店に 時短協力金を 支給 

3 0 7 ,9 2 0 ,0 0 0  

合計 事業者 5 0 7  

円3 0 7 ,9 2 0 ,0 0 0  

円 事業者2 0 ,0 0 0 …3 14

（ 日6 ,2 5 6  

円）12 5 ,12 0 ,0 0 0  

円 事業者4 0 ,0 0 0 …12 1

（ 日2 ,4 10  9 6 ,4 0 0 ,0 0 0

円） 

円 事業者6 0 ,0 0 0 … 7 2

（ 日1,4 4 0  8 6 ,4 0 0 ,0 0 0

円） 

市内の 店舗以上の飲食5 0 0

店及びカ ラ オケ店にて時短営業

の 協力を して も ら っ た実績よ

り 、感染拡大防止の 一助と な っ

た 。 

地域振興課 
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 地方創生応援税制（企業版ふるさ と 納税） 

【事業名】 

文化財と の 新しい 関わ り を 提案 未来へ つ なぐ 「マ イ文化財」プ ロ ジ ェ ク ト  

【総合戦略に お け る 位置づ け 】 

新た な人の 流れや 交流を 盛んに す る 魅力を つ く る 事業  

【事業費】 

円9 1,9 7 0 ,17 2  

【寄附額】 

円2 ,6 0 0 ,0 0 0  

【重要業績評価指標 】( KPI )  

【指標】 

市ホ ー ムペ ー ジ内「マ イ文化財」プ ロ ジ ェ ク トペ ー ジへ の アク セス数  

【当初値】 

0  

【 実績値】R3  

3 1 

【目標値（ ）】R6  

１，０００  

【事業実績】 

本薬師寺跡範囲確認調査に よ り 、南門か ら 東に 延び る 塀を 確認し 、寺域の 解明に つ なが る 成果を 得る こ と が で き

た 。ま た 、重要文化財の 称念寺本堂及び 旧織田屋形の 修理事業に 対して 補助を 行い 、文化財を 次世代へ つ な ぐ 事

が で き た 。史跡丸山古墳・藤原京跡等の 公有化実施に よ り 、史跡地の 保護が 進ん だ 。 

【今後の 方針】 

文化財を 「知る 」「伝える 」た め の 文化財調査や修理事業だ け で な く 、ホ ー ムペ ー ジの 充実な ど 情報発信に よ る 「伝

え る 」こ と に も 注力し 、文化財の 魅力や価値を 伝え る 。 

【担当課】 

文化財保存活用課、世界遺産登録推進課 
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資料7 .  

・数値目標、 の参照元一覧KPI  
①基本目標 地の 利を 活か した しご と の 場づ く り  

数値目標１ 
市内事業所数 
※（ 従業員 人以下の 事業所は除3

く ） 

工業統計調査 

数値目標２ 
市内従業員数 
※（ 従業員 人以下の 事業所は除3

く ） 

企業立地に 関する 相談件数 各年度に おける 企業立地に 関する 相談件数KPI    
空き 店舗 創業者）出店支援件数 各年度に市が出店支援を した 件数KPI  (   

②基本目標 新た な人の 流れや交流を 盛んにする 魅力づ く り  
数値目標１ 社会増減（転入者数ー転出者数） 奈良県推計人口調査   
数値目標２ 宿泊者数 観光客数調査 （観光基本計画）    

三世代フ ァ ミ リ ー定住支援住宅取得KPI  
補助金交付件数 

各年度にお ける 補助金交付件数 

今井ま ち なみ広場・西環濠駐車場のKPI  
利用台数 

観光基本計画 

構成資産「藤原宮跡・藤原京朱雀大KPI  
路跡」の 史跡指定率 

担当課で把握してい る 実績値 

③基本目標 安心して 子ど も を 産み育て ら れる 環境づ く り  
数値目標１ 歳以下の 子ど も の 増減 奈良県推計人口調査 1 8   
数値目標２ 市を 特徴づ ける キーワ ー ドに 「子育 

て 」を 選んだ人の 割合 
市民アン ケー ト調査 

待機児童数（潜在待機を 含む） 各年度に課で把握してい る 市内待機児童の 数KPI    
を 毎日活用した授業の 割合 全国学力・学習状況調査KPI  ICT   

④基本目標 安心して 健康に暮ら せる ま ち づ く り  
数値目標１ 災害協定件数 災害協定締結延べ 件数   
数値目標２ 市を 特徴づ ける キ ーワ ードに 「医療・ 

健康」を 選んだ 人の 割合 
市民アン ケー ト調査 

安心パーク利用率（土・日・祝日におKPI  
ける 訓練・講座） 

安心パーク 利用状況表 

奈良県立医科大学と の 連携に よ るKPI  
健康教室の参加人数 

各年度にお いて 医大ヒ アリ ン グ に よ り 把握して いる 人数 

市主催スポーツ イベントの 参加者数 各年度にお いて 担当課で把握して い る 参加者数KPI    
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